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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意



安全／洗浄確認依頼書

ii エン ド レスハウザー ジ ャパン

安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 用途

本取扱説明書に記載されている機器は、 液体および気体の質量流量または体積流量を測定する こ
と を目的と し ています。 本機器では、 以下のよ う な、 性質の異なる種々の流体を測定する こ と が
でき ます。 例 ：

• 添加剤
• オイル、 脂肪
• 酸、 アルカ リ
• ラ ッ カー、 塗料
• ス ラ リ ー
• 気体

本機器を不正に使用し た り 、 異なる用途に使用し た場合、 安全に運転でき な く なる可能性があ り
ます。 それによ って生じ た損害については、 弊社は責任を負いません。

1.2 取付、 設定および操作

以下の点に注意し て く ださい。
• 本機器の設置、 電気配線、 ス ター ト ア ッ プ、 メ ンテナン スは、 施設責任者が認める訓練を受

けた作業員のみが行って く ださい。 作業員は、 事前に取扱説明書を熟読し理解し ている必要が
あ り ます。

• 機器の操作にあたっては、 必ず施設責任者が認める訓練を受けた担当者だけが行って く ださ
い。 本取扱説明書の指示は必ず守って く ださい。

• 腐食性流体の場合には、 計測チューブ、 ガス ケ ッ ト 、 プロセス接続など流体に接する部分の
材質が腐食に耐える ものであ る こ と を確認し て く ださい。 これは洗浄に使用する流体にも当
てはま り ます。 ただし、 プロセス中の温度、 濃度、 または汚染度が少し変わる と、 耐腐食性が
変化する可能性があ り ます。 し たがって、 特定の用途での接液部の耐腐食性に対し、 弊社は
保証や責任は負いかねます。 流体に接する部分は、 お客様の責任において腐食に耐え る材質を
選定し て く ださい。

• 配管の溶接作業では、 機器を介し て接地し ないで く ださ い。
• 電気配線を行 う 作業員は、 機器が配線図に基づいて正し く 配線されている こ と を確認し て く

ださい。 た と えば、 絶縁された SELV または PELV 電源などの特殊な保護対策を講じ ていない
場合は、 変換器を接地し て く ださい （SELV = 安全特別低電圧、 PELV = 保護特別低電圧）。

• 機器の通電や修理にあたっては、 設置される国及び地域の定めるすべての法規に従って く だ
さい。

1.3 操作上の安全性

以下の点に注意し て く ださい。
• 海外防爆環境で使用する防爆仕様の製品には、 本取扱説明書以外にも別冊の 

" 防爆補足説明書 " （英文） が存在し ますのでお問い合せ く ださい。
こ の " 防爆補足説明書 " （英文） に記載されている取付け指示および定格を厳守し て く ださ
い。 この防爆補足説明書の表に記されている記号は、 認証と認証機関を示し ています
（0 ヨーロ ッパ、 2 米国、 1 カナダ）。

• 本機器は、EN 61010-1、IEC/EN 61326 の EMC 指令および NAMUR 推奨 NE 21/NE 43/NE 53 に
準拠する一般安全要件に適合し ています。
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• 本機器の外部表面温度は、 内部電子部品の電力消費によ り 、 10 ℃ ほど上昇する可能性があ り
ます。 高温のプロセス流体が本機器を通過する と、 表面温度はさ らに上昇し ます。 特にセン
サの表面は、 プロセス温度に近い温度に達する可能性があ り ます。 プロセス温度が上昇する
場合は、 安全予防措置を追加する必要があ り ます。

• 弊社は、 事前の予告な しに技術仕様を変更する権利を有する もの と し ます。 本取扱説明書に関
する 新の情報および更新情報については、 弊社の営業所または販売代理店からお知らせし
ます。

1.4 返却

修理あ るいは校正などを必要とする流量計を弊社に返却する場合は、 以下の手順に従って く ださ
い。
• 本取扱説明書に添付されている、 " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記載し、 必ず機

器に同封し て く ださい。
こ の確認書が同封されていない と、 弊社は返却される機器を運搬、 検査および修理する こ と
ができ ません。

• 特別な取扱指示が必要であれば、 Regulation (EC) No 1907/2006 REACH に準拠し た安全データ
シー ト 等を同封し て く ださい。

• すべての残留物は除去し て く ださい。 残留物を含む可能性のあ る シールおよび、 隙間のみぞに
は十分注意し て く ださい。 その残留物質が健康に被害を与え る もの、 た と えば、 可燃性や毒
性、 腐食性、 あ るいは発ガン性のあ る よ う な物質などの場合には重要です。

! 注意 !
" 安全 / 洗浄確認書 " 用紙は本取扱説明書の 初に添付されています。

# 危険 !
• 危険な物質の痕跡がすべて除去されたかど う か確信がない、 た と えば、 その物質がみぞに浸

透し ている、 あ るいはプラ スチッ ク を透過し て拡散し ている可能性があ る よ う な場合、 機器
は返却し ないで く ださい。

• 不十分な洗浄によ る廃棄物処理あ るいは外傷 （やけどなど） に起因する費用は、 機器の所持
者 / 操作員が負担する こ と にな り ます。

1.5 安全性に関する注意事項と記号

機器は、 新の安全要件に適合する よ う に設計され、 テス ト されて安全に操作でき る状態で工
場から出荷されます。 機器は、 EN 61010-1 の " 測定、 制御、 実験処理用の電気機器のための保
護基準 " に準拠し ています。 ただし、 機器を不正に使用し た り 、 異なる用途に使用し た場合、
危険にな る可能性があ り ます。 
従って、 本取扱説明書に次の記号で指示されている安全性に関する指示にご注意 く ださい。

# 危険 !
" 危険 " は正確に実行し ない と、 損傷あ るいは安全性に対する危険を伴 う 可能性があ る行為、 あ
るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

" 警告 !
" 警告 " は正確に実行し ない と間違った操作、 あ るいは機器の破壊を起こす可能性のあ る行為、
あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

! 注意 !
" 注意 " は正確に実行し ない と操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは機器の部品に予期し ない
反応を引き起こす可能性があ り ます。
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2 製品について

2.1 機器名称

" プロマス 40" 流量計の構成は以下の通 り です。
• 変換器 ： プロマス 40 
• プロマス E センサ

2.1.1 変換器の銘板

A0009770

図 1: " プロマス 40" 変換器の仕様銘板 （例）

1 オーダーコ ード / シリ アル番号： 個々の文字およ び数字の意味については仕様を参照。

2 電源 / 周波数： DC 16 ～ 62 V / AC 20 ～ 55 V / 50 ～ 60 Hz

消費電力： 15 VA / W

3 利用可能な入力 / 出力：

I-OUT（HART）： 電流出力（HART）

f-OUT： パルス ／周波数出力

STATUS-IN： ス テータ ス 入力（補助入力）

STATUS-OUT： ス テータ ス 出力（ス イ ッ チ出力）

4 特注品の情報表示用ス ペース

5 周囲温度範囲

6 保護等級

PROMASS 40
ENDRESS+HAUSER

Order Code:

Ser.No.:

TAG No.:

16-62VDC/20-55VAC
50-60Hz

15VA/W

IP67/NEMA/Type4X40E25-XXXXXXXXXXXX
12345678901
ABCDEFGHJKLMNPQRST

–20°C (–4°F) < Tamb < +60°C (+140°F)
i

1

65

2

3

4

Pat. US 5,323,156 5,479,007

4,704,908 5,351,554Pat. US 4,382,387

I-OUT (HART), f-OUT

STATUS-OUT, STATUS-IN
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2.1.2 センサの銘板

A0009769

図 2: " プロマス E" センサの仕様銘板 （例）

1 オーダーコ ード / シリ アル番号： 個々の文字およ び数字の意味については仕様を参照。

2 ゼロ 点の校正フ ァ ク タ

3 機器呼び口径

4 フ ラ ンジ呼び口径 / 定格圧力

5 計測チュ ーブの材質

6 高流体温度

7 追加情報（例）：

- 3 点校正

- 3.1 材料証明書（接液部）

8 周囲温度範囲

9 保護等級

10 流れ方向

i

-40°C (-40°F)< Tamb <+60°C (140°F)

ABCDEFGHJKLMNPQRST

ENDRESS+HAUSER

40E25-XXXXXXXXXXXX

DN25 / 1" DIN EN PN 100

140°C / 284°F
1.4539 / 904L

3P-CAL, 0.8um/150grit

NEMA/Type4XIP 67

Materials:

TMmax.:

PROMASS E

12345678901
Order Code:

K-factor:

TAG No.:

Ser. No.:

2.510 / -11

Pat. US 5,610,342 F
E

K
0

7
1

6
-0

0
0

2

Size: DN 25 / 1”

28 - 0328 - 03

R

2
3
4

8

1

5
6
7

10

9
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2.1.3 接続の銘板

A0000963

図 3: プロ ラ イ ン変換器の仕様銘板 （例）

1 シリ アル番号

2 電流出力の設定

3 リ レ ー接点の設定

4 端子の割当、 電源ケーブル： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

端子番号 1： L1（AC）、 L+（DC）

端子番号 2： N（AC）、 L-（DC）

5 入出力信号の端子割当（20 ～ 27）、

" 入力 / 出力信号 " も 参照のこ と  → 55 ページ以降

6 現在イ ンス ト ールさ れている デバイ ス ソ フ ト ウ ェ アのバージョ ン

7 イ ンス ト ールさ れている 通信タ イ プ、 例： HART、 プロ フ ィ バス  PA など

8 現在の通信ソ フ ト ウ ェ アの情報（デバイ ス の改定番号およ び DD フ ァ イ ル）、

例： HART 通信用 Dev. 01 / DD 01

9 イ ンス ト ールさ れた日付

10 6 ～ 9 に関する 更新履歴

Communication:

Drivers:

Device SW:

ID xxxx (HEX)

XX.XX.XX (WEA)

XXXXXXXXXX

Date: DD.MMM.YYYY

Ex-works / ab-Werk / réglages usine

2
6

(+
)

/
2

7
(-

)

NC:

Versorgung /

Tension d'alimentation

Observer manuel d'instruction

See operating manual
Betriebsanleitung beachten

Active: 0/4...20mA, RL max. = 700 Ohm

Passive: 4...20mA, max. 30VDC

Passive: 30VDC, 250mA

Active: 24VDC/25mA (max. 250mA/20ms)

Passive: 30VDC, 250mA

(HART: RL.min. = 250 OHM)

fmax = 1kHz

3...30VDC, Ri = 5kOhm

f-OUT

I-OUT (HART)

12345678912Ser.No.:

Supply /

2
4

(+
)

/
2

5
(-

)

2
2

(+
)

/
2

3
(-

)

2
0

(+
)

/
2

1
(-

)

N/L-

PE

A:

NO:
P:

L1/L+

1 2

319475-00XX

A

P

active
passive
normally open contact
normally closed contact

XSTATUS-OUT

STATUS-IN X

Update 1 Update 2

2

3

1

4

5

6

7

8

9

10
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2.2 認証と認定

機器は、 新の安全要件に適合する よ う に GEP （Good Engineering Practice） に従って設計され、
テス ト されて安全に操作でき る状態で工場から出荷されます。 

機器は、 EN 61010-1 の " 測定、 制御、 実験処理用の電気機器のための保護基準 " および IEC/EN 
61326 の EMC 指令に準拠し ています。

し たがって、 本取扱説明書で説明する機器は、 EC 指令で定められた要求事項に適合し ます。
弊社は、 CE マーク を機器に貼る こ と によ り 、 機器の適合を証明し ています。

測定システムは豪州通信庁 （ACMA） の EMC 要件に準拠し ています。

2.3 登録商標

ト リ ク ラ ンプ ®

米国、 Ladish & Co., Inc., Kenosha の登録商標です。

スエ ッ ジ ロ ッ ク ®

米国、 Swagelok & Co., Solon の登録商標です。

HART ® 
米国、 HART Communication Foundation Austin の登録商標です。

HistoROM™、 S-DAT®、 FieldCare®、 フ ィ ール ド チェ ッ ク ®、 Field Xpert™、 アプ リ ケータ ®

ス イ ス連邦、 Endress+Hauser Flowtec AG、 の登録商標です。
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3 設置

3.1 納品内容確認、 運搬、 保管

3.1.1 納品内容確認

製品の入荷時、 以下の点を確認し て く ださい。
• 梱包と中身の損害有無を確認し て く ださい。
• 輸送貨物を確認し、 不足品がな く 、 発注し た通 り の商品が供給されている こ と を確認し て く

ださい。

3.1.2 運搬

機器の開梱および 終設置場所までの搬送については、 以下の指示に従って く ださい。

• 機器が納品された容器で機器を運搬し て く ださい。
• プロセス接続部分に固定されている カバーあ るいはキ ャ ッ プは、 運搬や保管の際、 密閉端面

に対する機械的な損傷や異物が計測チューブに侵入するのを防ぐためのものです。 そのため、
機器を設置する直前まで、 これらのカバーやキ ャ ッ プは取外さ ないで く ださ い。

• 呼び口径 40A 以上の機器については、 変換器も し く は変換器支持部、 分離型センサの場合は
接続ハウジングおよびその支持部を使って吊 り 上げないで く ださ い （図 4）。 吊 り 帯びを 2 個
所のプロセス接続部分に掛けて吊る よ う にし て く ださい （図 4）。 ハウ ジングに損傷を与え る
可能性のあ るチェーンは使用し ないで く ださい。

# 危険 !
機器がず り 落ち る と 人体に損傷を負わせる可能性があ り ます。 組立て られている機器の重心は、
吊 り 帯で吊られている点よ り 多少高い位置にあ り ます。 そのため、 いつでも機器がその軸を中心
に予期し ない回転を起こ し た り 、 また、 ず り 落ちないよ う に十分注意する必要があ り ます。

A0004294

図 4: 呼び口径 ≥  40A のセンサ運搬方法

3.1.3 保管

以下の点に注意し て く ださい。
• 機器は、 保管および運搬に際し ての衝撃を確実に防ぐ よ う に梱包し て く ださ い。 弊社出荷時の

梱包が 適です。
• 保管許容温度は、 −40 ～ +80 ℃です （推奨は +20 ℃）。
• 機器を設置する用意ができ る までプロセス接続部分に付いている保護カバーあ るいはキ ャ ッ

プは外さ ないで く ださい。
• 機器を保管し ている間、 表面温度が許容限界を越える こ と がない様に直射日光にさ ら さ ない

様にし て く ださい。
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3.2 設置状況

以下の点に注意し て く ださい。

• サポー ト のよ う な特別な処置は不要です。 外力は、 機器の構造によ り 吸収されます。
• 計測チューブは高い振動周波数で測定を行っているため、 配管等の外部振動の影響を受けま

せん。
• キ ャ ビテーシ ョ ンが発生し ない限 り 、 流れの乱れを生成する障害物 （バルブ、 エルボ、

テ ィ ーなど） に特別な予防措置を取る必要はあ り ません。

3.2.1 外形寸法図

センサおよび変換器の外形寸法、 長さ に関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く ださ い
（→ 65 ページ）。

3.2.2 取付位置

計測チューブ内に気泡が混入する と、 測定誤差の原因 と な り ます。 以下の取付けは避けて く ださ
い。 

• 配管系の も高い位置にセンサを取付けないで く ださ い。 空気が溜ま る恐れがあ り ます。
• 垂直配管系において、 開放された配管出口の直接上流にセンサを取付けないで く ださい。

A0003605

図 5: 取付位置
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下り方向の垂直配管での設置
開放された垂直配管で使用する場合は､下図のよ う に設置し て く だ さ い。 センサ口径よ り 小さ い
断面の配管絞 り （オ リ フ ィ ス） を設ける こ と によ り 測定中に計測チューブ内が空洞状態になる こ
と を避ける こ と ができ ます。

A0003597

図 6: 下り方向の垂直配管での設置 （例 : バッ チアプ リ ケーシ ョ ン用）

1 供給タ ンク

2 センサ

3 チョ ーク 、 し ぼり 機構

4 バルブ

5 バッ チタ ンク

使用圧力
キ ャ ビテーシ ョ ンは計測チューブの振動に影響を与え るので避けて く ださい。 水に類似し た特性
を持つ流体の場合、 特別な測定条件を必要と し ません。
揮発性流体 （炭化水素、 溶剤、 液化ガス） あ るいは吸引ラ イ ンでは、 その液体の蒸気圧よ り 使用
圧力が下が り 、 その液体が沸騰し始めないよ う にご注意 く ださい。 使用圧力を高 く する こ と は自
然気化の発生を防ぐ点から も重要にな り ます。 こ のよ う な現象は、 使用圧力を十分に高 く 維持す
る こ と によ り 、 回避する こ と が可能です。

従って、 一般的に も良い設置場所は以下のよ う にな り ます。
• ポンプの下流側 （部分的に真空状態になる こ と を避け られます）。
• 垂直管の も低い部分

呼び口径 Ø オリフィスプレート、絞り機構

[mm] [inch] [mm]

8 3/8" 6

15 ½" 10

25 1" 14

40 1½" 22

50 2" 28

80 3" 50

1

2

3

4

5
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3.2.3 取付方向

センサの型式銘板に表示された矢印の方向が、 流れ方向 （配管を流れる液体の方向） と一致する
よ う に注意し て く ださい。

垂直方向 （図 V）

測定流体が下から上に流れる垂直取付を推奨し ます。 この取付けによ り 流れが停止し た と きに
は、 液体中に含まれる固形分は下方に落ち、 気泡は計測チューブ上方から抜けます。 このよ う
にし て、 計測チューブから完全に液体を排出させ、 固形分の堆積を防止する こ と ができ ます。

水平方向 （図 H1、 H2）

計測チューブは、 水平に並べて配置する必要があ り ます。 変換器は配管の真上、 も し く は真下に
な る よ う に設置し て く ださい （図 H1/H2）。 必ず、 変換器ハウジングが配管 と同じ水平面にな ら
ないよ う にし て く ださい。 特別な設置方法にご注意 く ださい。

変換器の許容周囲温度範囲 （→ 61 ページ） を超えないよ う にする ために、 以下の取付方向を推
奨し ます。
• 非常に高温の液体の場合は、 変換器が下側の水平方向 （図 H2） または垂直方向 （図 V） の取

付けを推奨し ます。
• 非常に低温の液体の場合は、 変換器が上側の水平方向 （図 H1） または垂直方向 （図 V） の取

付けを推奨し ます。

特別な設置方法

" 警告 !
弓形の計測チューブを水平取付する場合は、 液体の特性を考慮し た位置にセンサを設置し て く だ
さい。

A0004581

図 7: 水平取付

1 固形分を含む液体には不向き です。 固形分が堆積する 恐れがあり ま す。

2 気体が発生する 恐れのある 液体には不向き です。 気体が溜ま る 恐れがあり ま す。

取付方向 垂直方向 水平方向、
変換器上側

水平方向、
変換器下側

A0004572

図 V
a0004576

図 H1
a0004580

図 H2

標準、

一体型
✔✔ ✔✔ ✔✔

✔✔ = 推奨の取付方向、 ✔ = 特定状況における 推奨の取付方向、 ✘ = 許容さ れない取付方向

1 2
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3.2.4 ヒーテ ィ ング、 断熱

流体によ っては、 センサを通し て熱が逃げる こ と を防止する ために、 適切な措置を講じ る必要が
あ り ます。 必要な断熱を設ける ために、 さ まざまな材質を使用する こ と ができ ます。 保温は電気
的機器 （ ヒ ーテ ィ ングシー ト ）、 も し く は温水や蒸気によ る銅管ジャ ケ ッ ト などで行えます。 

! 注意 !
• サイ リ ス タ制御電圧源によ る加熱エレ メ ン ト は使用し ないで く ださ い。
• 位相も し く はパルス制御によ り 電気外部加熱を行 う 場合、 発生する磁界 （例 ： 欧州規格の許

容値を超え る値 （30 A/m）） によ り 測定値が影響を受ける場合があ り ます。 そのよ う な場合、
磁界の影響を避ける ためにセンサを金属物質で覆って く ださ い 
センサハウジングは、 以下の特性を備えた鋼板や金属シー ト を使用し て、 任意方向にシール
ドする こ と ができ ます （例 ： V330-35A）。
- 比透磁率 μρ ≧ 300
- 金属シー ト の厚み d ≧ 0.35 mm

" 警告 !
電気によ る過熱の危険 !
• センサ と変換器の間のコネ ク タは断熱材で覆わないよ う にし て く ださ い。
• また、 液体温度によ る推奨取付方向を参照し て く ださい （→ 12 ページ）。
• 許容温度範囲は、 61 ページ を参照し て く ださい。

3.2.5 上流側 / 下流側直管長

上流側 / 下流側に直管部を設ける必要はあ り ません。 可能であれば、 バルブ、 テ ィ ー、 エルボな
どの障害物はすべて外し て く ださい。

3.2.6 振動

計測チューブは高い振動周波数で測定を行っている ため、 配管等の外部振動の影響を受けませ
ん。 そのため、 特別な処置は必要あ り ません。

3.2.7 流量制限

詳細は、 55、 61 ページ を参照し て く ださい。
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3.3 設置方法

3.3.1 変換器ハウジングの回転 

# 危険 !
Ex d/de または FM/CSA Cl.I Div.I によ る防爆仕様の変換器の回転方法は、こ こに記載されている
方法と は異な り ます。 ハウジングの回転方法は防爆補足説明書に記載されています。

1. 2 個の固定ネジを緩めます。

2. 変換器を 大限回し ます。

3. 変換器を慎重に 大限まで持ち上げます。

4. 変換器を必要な位置まで回し ます （左右いずれの方向にも、 大 2 × 90°）

5. 変換器を所定の位置まで下げ、 差込み止め具にかみ合わせます。

6. 差込み止め具の 2 個の固定ネジを再度締めなおし ます。

A0004302

図 8: 変換器の回転 （アル ミ フ ィ ールドハウジング）

3

5

61

2 4
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3.3.2 現場指示計の回転

1. 端子部カバーを取外し て く ださい。

2. 表示モジュール側面を押し、 表示モジュールをカバープレー ト から取外し ます。

3. 表示モジュールを必要な位置まで回し （左右いずれの方向も 大 4 × 45°）、 カバープレー
ト に再度表示モジュールを取付けます。

4. 表示部のカバーを回し変換器に締込みます。

A0003236

図 9: 現場指示計の回転 （フ ィ ールドハウジング）

3.4 設置状況の確認

機器を配管に設置し た ら、 次の事項を確認し ます。

機器状況と仕様 注記

機器が破損し ていないか（外観検査） ？ −

機器が、 プロ セス 温度と 圧力、 周囲温度、 温度範囲など を含め、 測定ポイ ント で

の仕様に適応し ている か？

55 ページ以降を参照

設置 注記

センサの銘板にある 矢印が配管を流れる 流体の方向に適合し ている か？ −

測定ポイ ント の番号と それに対応する 銘板は正し いか（外観検査） ？ -

選択し た取付け方向は、 センサタ イ プ、 流体温度と 流体特性（固形分、 気泡） を

考慮し て適切か？

12 ページ以降を参照

プロセス環境およびプロセス条件 注記

機器が、 湿気ある いは直射日光から 保護さ れている か？ −

4 x 45°
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4 配線

# 危険 !
防爆機器を接続する場合は、 本取扱説明書の防爆補足説明書にあ る注記 と 図を確認し て く だ さ
い。 不明な点については、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合せ く ださい。

! 注意 !
本機器には、 内部電源ス イ ッチが備わっていません。 回路遮断器を本機器の電源ラ イ ンに設けて
く ださい。

4.1 機器の配線

4.1.1 変換器の接続

# 危険 !
• 感電の危険性があ り ます。 機器の端子部カバーを開ける前に電源を切って く ださい。 電源に接

続されている間は、 機器の設置あ るいは配線を行わないで く ださ い。 こ の予防措置を怠る と、
電子部品に修理不可能な損害を も た らす可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保護導線を接続し て
く ださい （絶縁済みの電源には不要）。

• 銘板の仕様と現場の電圧および周波数を確認し て く ださ い。
電気機器の設置に関し ては国内の規則も適用されます。

1. 変換器ハウ ジングから端子部カバー （f） を取 り 外し て く ださい。

2. 電源ケーブル （a） と信号ケーブル （b） を適切な電線管接続口を通し て配線し て く ださい。

3. ケーブルを以下に従って接続し て く ださい。
- 配線図 → 図 10
- 端子の割当 →19 ページ

4. 端子部カバー （f） を変換器ハウジングにし っか り 締め付けて く ださい。

A0004582

図 10: 変換器 （アル ミ フ ィ ールドハウジング） ； ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2

a 電源ケーブル： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V 

端子番号 1： L1（AC）、 L+（DC）

端子番号 2： N（AC）、 L−（DC）

b 信号ケーブル： 端子番号 20-27→18 ページ

c 電源線用接地端子

d 信号ケーブルシールド 線用接地端子

e サービス イ ンタ ーフ ェ イ ス  FXA 193 接続用サービ ス コ ネク タ （フ ィ ールド チェ ッ ク 、 FieldCare）

f 端子部カバー

g 端子部カバーの固定ク ラ ンプ

b
b

c

d

a

a

2
1

– 27

– 25

– 23

– 21

+ 26

+ 24

+ 22

+ 20

L1 (L+)
N (L-)
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f

e
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4.1.2 端子の割当

• 入力信号 → 55 ページ

• 出力信号 → 57 ページ

4.1.3 HART 接続

HART 通信への接続方法は以下の 2 通 り です。
• 端子 26(+) / 27(-) に直接接続する方法
• 4 ～ 20 mA 出力回路を使用し て接続する方法

! 注意 !
• 測定ループの 小負荷は 250 Ω 以上必要です。
• " ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （出力電流範囲） 機能では、 "4-20 mA" に設定する必要があ り ます （個々

の設定内容については機能説明書を参照し て く ださい）。
• HART Communication Foundation 発行の資料、 特に HCF LIT 20: "HART 技術概要 " も参照し て

く ださい。

HART ハンドヘルドターミナルの接続
HART Communication Foundation 発行の資料、 特に HCF LIT 20: "HART 技術概要 " も参照し て く
ださい。

A0004586

図 11: HART ハン ド ヘルド ター ミ ナルの接続 ：

1 = HART ハンド ヘルド タ ーミ ナル

2 = 電源

3 = シールド

4 = その他の評価機器ま たは PLC（ パッ シブ入力）

端子番号（入力 / 出力）

オーダーコード 20 (+) / 21 (-) 22 (+) / 23 (-) 24 (+) / 25 (-) 26 (+) / 27 (-)

40***-***********A
− − パルス / 周波数出力 電流出力

HART

40***-***********D
ス テータ ス 入力 ス テータ ス 出力 パルス / 周波数出力 電流出力

HART

40***-***********S
− − パルス / 周波数出力 

Ex i

電流出力、 Ex i、

アク ティ ブ、 HART

40***-***********T
− − パルス / 周波数出力 

Ex i

電流出力、 Ex i、

パッ シブ、 HART

+26

-27

4

2

� �250

1

3
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操作ソフトウェアと PC の接続
PC と操作ソ フ ト ウ ェ ア （例 ： FieldCare） を接続するには、 HART モデム （例 ： コ ミ ュボ ッ ク ス
FXA 195） が必要にな り ます。

A0004592

図 12: PC と操作ソ フ ト ウ ェ アの電気接続

1 = 操作ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールさ れた PC

2 = 電源

3 = シールド

4 = その他のス イ ッ チま たは PLC（ パッ シブ入力）

5 = HART モデム（ 例： コ ミ ュ ボッ ク ス  FXA 195）

4.2 保護等級

本機器は IP 67 保護等級の要件をすべて満た し ています。

IP 67 保護を維持する ために、 現場での設置または メ ンテナン スの後は、 必ず以下の点を確認し
て く ださい。
• ハウジングの溝にはめ込まれたシールは、 清浄でかつ損傷し ていないこ と。

必要に応じ て、 シールの乾燥、 洗浄または交換を行って く ださ い。 
• ネジおよびカバーを し っか り 締めて く ださ い。
• 接続ケーブルは、 指定された外径のものを使用し て く ださ い （→ 57 ページ、 電線管接続口）。
• 電線管接続口を し っか り 締めて く ださ い （→ 図 13 の a）。
• ケーブルは、 電線管接続口の手前で下方に垂れる よ う に配線し て く ださ い （" ウ ォーター ト

ラ ッ プ "） （→ 図 13 の b）。
こ の方法によ り 、 電線管接続口に湿気が侵入する こ と を防げます。

! 注意 !
電線管接続口が上方を向かないよ う にし て く ださい。

a0001914

図 13: 取付指示、 電線管接続口

• 使用し ない電線管接続口はすべて取外し、 代 り にプラ グを差込んで く ださ い。
• 金属環を電線管接続口から取外さ ないよ う にし て く ださ い。

" 警告 !
センサハウ ジングのネジを緩めないで く ださい。 ネジを緩める と、 弊社が保証する保護等級が適
用されな く な り ます。

+26

� �250
–27

1

2

3

5

4

a b
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4.3 配線状況の確認

機器の電気接続が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

機器状況と仕様 注記

ケーブルある いは機器に損傷がないか（外観検査） ？ −

電気配線 注記

電源電圧が銘板の仕様に適合し ている か？ AC 85 ～ 260 V（45 ～ 65 Hz）

AC 20 ～ 55 V（45 ～ 65 Hz）

DC 16 ～ 62 V

ケーブルには、 適切な余裕がある か？ −

ケーブルはタ イ プ別に正確に分けら れている か？

ケーブルに余分なたる みや交差がないか？

−

電源ケーブルおよ び信号ケーブルが正確に接続さ れている か？ 端子部分のカバー内側にある 配

線図を参照

すべてのネジ端子がし っかり と 締めら れている か？ −

取付けら れたすべてのケーブルグラ ンド がし っかり と 固定さ れ正し く

シールさ れている か？

ケーブルにたる み（ウ ォ ータ ート ラ ッ プ） がある か？

20 ページを参照

すべてのハウ ジングカバーが取付けら れ、 し っかり と 締めら れている

か？

−
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5 操作

5.1 表示部

現場指示計によ り 、 現場で重要なパラ メ ータ をすべて直接読取る こ と ができ ます。 バッ ク ラ イ ト
付き 2 行液晶デ ィ スプレ イは、 測定値、 テキス ト 、 エラー メ ッ セージおよび注意 メ ッ セージを表
示し ます。 通常測定時の画面をホーム画面と言います。
• 1 行目の表示 : 主要な測定値、 た と えば質量流量または体積流量を表示し ます。
• 2 行目の表示 : 測定変数およびステータ ス変数、 た と えば積算値、 バーグ ラ フ、 タ グ番号など

を表示し ます。

A0003802

図 14: 表示デ ィ スプレ イ

HART イ ン ターフ ェ イ ス または "FieldCare" プロ グ ラ ムを使用し て、 行の割当てを別のパラ メ ー
タに変更する こ と も でき ます （→ " 機能説明書 " を参照）。

5.1.1 機器パラ メ ータの設定

機器の機能設定には、 操作プロ グ ラ ムを使用し ます。 さ まざまな操作方法の詳細については、
25 ページに記載されています。 各操作プロ グ ラ ムは " 機能マ ト リ ク ス " と い う もので構成され、
その機能マ ト リ ク スに多数の設定可能な機能が含まれています。

! 注意 !
• データ入力の進行中、 つま り 現在の測定値が信号出力を介し て正常に出力されている間、 変

換器の測定を続行し ます。
• 電源異常 （停電時） が発生し て も、 事前設定値およびパラ メ ータ設定値はすべて EEPROM に

安全に保存されます。

" 警告 !
• 機能マ ト リ ク ス を含め、 すべての機能の詳細は、 本取扱説明書と は別冊の " 機能説明書 " に記

載されています。 
• センサ特性を決定する特定のパラ メ ータ を変更する と、 機器の多 く の機能、 特に測定精度に

影響を及ぼし ます。 通常の状況下では、 これらのパラ メ ータ を変更する必要はないため、 こ
れらのパラ メ ータは、 弊社サービ スのみが認識し ている特別な コード で保護されています。
弊社サービ スにお問い合せ く ださい。

+48.25 m /h
3

+3702.6 m
3
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5.2 エラー メ ッ セージの表示

エラーの種類
設定あ るいは測定中に発生し たエラーは、 すぐに表示されます。 2 つあ るいはそれ以上のシステ
ム またはプロセスエラーが発生し た場合、 優先に処理する必要のあ るエラーが表示部に表示さ
れます。 エラーには以下の 2 種類があ り ます。

• システムエラー ：
こ のグループには、 た と えば、 通信エラー、 ハード ウ ェアエラーなど、 すべてのシステム上
のエラーが含まれます。 → 43 ページを参照

• プロセスエラー ： 
こ のグループには、 た と えば " ｽﾗｸﾞﾘｭｳ ｼﾞｮｳﾀｲ " など、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンエラーが含
まれます。 → 46 ページ を参照

A0000991

図 15: エラー メ ッ セージの表示 （例）

1 エラ ータ イ プ： P = プロ セス エラ ー、 S = シス テムエラ ー

2 エラ ーメ ッ セージタ イ プ：  $ = アラ ームメ ッ セージ、 ! = 注意メ ッ セージ（定義は下記参照）

3 エラ ーの内容： 例： " ｽﾗｸﾞﾘｭｳ ｼﾞｮｳﾀｲ " = 流体が均質でない

4 エラ ー番号： 例： #702

5 新のエラ ー発生継続時間（時間、 分およ び秒）

エラーメッセージの種類
システムエラーおよびプロセスエラーは、" アラームメッセージ " または " 注意メッセージ " と し
て定義する こ と によ り 重み付けでき ます。 機能マ ト リ ク ス （" 機能説明書 " を参照） を使用し、
どち らの メ ッ セージにするか設定する こ と ができ ます。
しかし、モジュールの欠陥など、重大なシステムエラーは、機器によ り 常に、" ア ラーム メ ッ セー
ジ " と し て識別および分類されます。

注意 メ ッ セージ （!）
• 表示形態→ 感嘆符 （!）、 エラータ イプ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）
• こ のエラーは、 機器の入力あ るいは出力には一切影響を及ぼし ません。

ア ラーム メ ッ セージ （$）
• 表示形態 → 稲光 （$）、 エラータ イプ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）。
• こ のエラーは、 入力あ るいは出力に直接影響を及ぼし ます。

入力あ るいは出力 （フ ェールセーフモード） の応答は、 機能マ ト リ ク スの機能によ って定義
でき ます （48 ページを参照）。

! 注意 !
• 安全のためエラー時にステータ ス出力によ り 出力する こ と をおすすめし ます。
• エラー メ ッ セージが存在する と きは、 上下限エラー信号レベルを、 NAMUR NE 43 に準拠し た

電流出力によ り 出力する こ と ができ ます。

1

2 4 5 3

XXXXXXXXXX

#000 00:00:05

P
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5.3 HART プロ ト コルによる操作

現場操作に加えて、 HART 通信によ り 機器の設定および測定変数の読込みを行 う こ と ができ ま
す。 通信には、 4-20 mA HART 電流出力を使用し ます （48 ページを参照）。
HART 通信を使用し て、 機器の設定 と診断を行 う ために、 測定データ と機器データ を HART
通信用端末と現場機器の間で転送する こ と ができ ます。 HART 機器、 た と えば、 ハン ドヘル ド
ター ミ ナルや FieldCare などには、 HART 対応機器の全情報にア ク セスする ためのデバイ スデ ィ
ス ク リ プシ ョ ンフ ァ イル （DD フ ァ イル） が必要と な り ます。 これらのフ ァ イルを使用し て、
HART 機器内の全情報にア ク セス し ます。 通信は、 " コマン ド " と し て転送されます。 この " コ
マン ド " には以下の 3 つのグループがあ り ます。

標準コマン ド （Universal command） ：
HART 機器はすべて標準コマン ド （Universal command） をサポー ト し ています。
このコマン ド には以下の機能が関連付け られています ：
• HART 機器の認識
• 測定値 （ﾃﾞｼﾞﾀﾙ） の読取 り （質量流量、 積算計等）

共有コマン ド （Common practice command） ：
このコマン ド は、 ほ と んどのフ ィ ール ド機器でサポー ト されている機能です。

機器特有のコマン ド （Device-specific command） :
これらのコマン ド は、 機器固有の機能にア ク セスするためのコマン ド です。 これらは、 HART の
標準ではあ り ません。 これらのコマン ド で、空/満管調整やフ ローダンピングなどの個々のフ ィ ー
ル ド機器データへア ク セスでき ます。

! 注意 !
プロマス 40 は、 3 つのコマン ドすべてにア ク セスでき ます。 26 ページ に、 サポー ト し ているす
べての " 標準コマン ド （Universal Command） " と  " 共有コマン ド （Common Practice Command） "
が示されています。

5.3.1 操作オプシ ョ ン

" 機器特有のコマン ド （Device-specific commands） " を含めて機器を完全に操作する ために DD
フ ァ イルが存在し ます。 この DD フ ァ イルは以下の機器およびソ フ ト ウ ェ アで使用されます。

! 注意 !
HART プロ ト コルでは、 機能 " ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " の設定を "4-20 mA" にする必要があ り ます
（個々の設定内容については " 機能説明書 " を参照し て く ださい）。

HART ハンドヘルドターミナル Field Xpert
HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルで機能選択する場合、 多数の メ ニューレベルおよび特殊な HART
機能マ ト リ ク ス を使用する こ と にな り ます。 HART DXR 375 ハン ドヘル ド ター ミ ナルのキ ャ リ ン
グケースに含まれる HART マニュ アルには、 その機器に関する詳細が記載されています。

操作プログラム "FieldCare"
FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社製 FDT ベースのプラ ン ト アセ ッ ト マネージ メ ン ト ツールで
す。 本ツールを使用し て、 ループ内にあ る イ ンテ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド機器の設定および自己診
断が可能です。
ス テータ ス情報を利用する こ と によ り 、 簡単かつ効果的に機器のス テータ スや状態を監視し ま
す。 プ ロ ラ イ ン流量計への接続は、 HART イ ン ターフ ェ イ ス FXA195 ま たはサービ ス イ ン ター
フ ェ イ ス FXA193 を介し て行われます。

操作プログラム "SIMATIC PDM"（シーメンス社製）
SIMATIC PDM は、 イ ンテ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド 機器の操作、 設定、 保守、 診断のための標準化
ツールです。

操作プログラム "AMS"（エマソンプロセスマネジメント社製）
AMS （Asset Management Solutions） ： 機器の操作および設定のためのプロ グ ラ ム
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5.3.2 現在のデバイスデ ィ スク リ プシ ョ ン （DD） フ ァ イル

以下の表では、 該当する操作ツールに対応する DD フ ァ イルを説明し、 新の DD フ ァ イルの入
手先を示し ます。

HART プロ ト コル ：

5.3.3 機器およびプロセス変数

機器変数 ：
次の機器変数は、 HART 通信で使用可能です。

プロセス変数 ：
プロセス変数は、 工場出荷時に次の機器変数に割当て られています ：
• 一次プロセス変数 （PV） → ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ
• 二次プロセス変数 （SV） → ｾｷｻﾝｹｲ 1
• 三次プロセス変数 （TV） → ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ
• 四次プロセス変数 （FV） → ｷｼﾞｭﾝﾀｲｾｷﾘｭﾘｮｳ

! 注意 !
コマン ド 51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロセス変数に割当てる こ と ができ ます
（→ 30 ページ）。

有効なソフトウェア： 3.01.00 → 機能 " ﾃﾞﾊﾞｲｽｿﾌﾄｳｴｱ "

デバイス データ HART
ｾｲｿﾞｳｼｬ ID：

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID：

11 hex（ENDRESS+HAUSER）

50hex

→ 機能 " ｾｲｿﾞｳｼｬ ID"

→ 機能 " ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID"

HART バージョンデータ： デバイ ス 改訂番号 9/ DD 改訂番号 1

ソフトウェアリリース： 01.2010

操作プログラム： DD ファイルの入手方法：

Field Xpert ハンド ヘルド タ ー

ミ ナル

• ハンド ヘルド タ ーミ ナルの更新機能を使用する

FieldCare / DTM • www.endress.com → Download-Area

• CD-ROM（エンド レ ス ハウ ザー社オーダー番号 56004088）

• DVD（エンド レ ス ハウ ザー社オーダー番号 70100690）

AMS • www.endress.com → Download-Area

SIMATIC PDM • www.endress.com → Download-Area

テスタ / シミュレータ： DD ファイルの入手方法：

フ ィ ールド チェ ッ ク  • FieldCareで Fieldflash モジュ ールの流量計 FXA 193/291 DTM を使用し て

更新

コード（10 進法） 機器変数

0 ｵﾌ（割当てなし ）

2 ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

5 ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

6 ｷｼﾞｭﾝﾀｲｾｷﾘｭﾘｮｳ

250 ｾｷｻﾝｹｲ 1
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5.3.4 標準 / 共有 HART コ マン ド

以下の表は、 本機器がサポー ト し ている標準コマン ド です。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ ）

標準コマンド（Universal Commands）

0 個別のデバイ ス ID の読込み 

アク セス  タ イ プ = 読込み

なし デバイ ス ID で機器と 製造者の情報を知る こ と ができ ま

す。 変更する こ と はでき ま せん。

レ ス ポンス は、 12 バイ ト のデバイ ス  ID よ り 構成さ れ

ま す。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = エンド レ ス ハウ ザー社

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イ プ ID、 例： 83 = プロ マス  40

- 3 バイ ト ： プレ ンブル数

- 4 バイ ト ： 標準コ マンド の改訂番号

- 5 バイ ト ： 機器特有のコ マンド の改訂番号

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェ ア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェ ア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加機器情報

- 9-11 バイ ト ： 機器 ID

1 一次プロ セス 変数の読込み 

アク セス  タ イ プ = 読込み

なし - 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 1-4 バイ ト ： 一次プロ セス 変数 

初期設定：

一次プロ セス 変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

• コ マンド 51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロ セ

ス 変数に割当てる こ と ができ ま す。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で表さ

れま す。

2 一次プロ セス 変数を電流値（mA） と 、

測定範囲のパーセント 値と し て読込

み

アク セス  タ イ プ = 読込み

なし - 0-3 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の電流出力値（mA）

- 4-7 バイ ト ： 測定範囲のパーセント 値

初期設定：

一次プロ セス 変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

コ マンド 51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロ セス

変数に割当てる こ と ができ ま す。

3 一次プロ セス 変数を 電流値（mA） と 、

4 つのダイ ナミ ッ ク プロ セス 変数（コ

マンド 51 を使用し て設定） 

アク セス  タ イ プ = 読込み

なし 24 バイ ト はレ ス ポンス と し て送信：

- 0-3 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の電流値（mA）

- 4 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 5-8 バイ ト ： 一次プロ セス 変数

- 9 バイ ト ： 二次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 10-13 バイ ト ： 二次プロ セス 変数

- 14 バイ ト ： 三次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 15-18 バイ ト ： 三次プロ セス 変数

- 19 バイ ト ： 四次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 20-23 バイ ト ： 四次プロ セス 変数

初期設定：

• 一次プロ セス 変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

• 二次プロ セス 変数（SV） = ｾｷｻﾝｹｲ 1

• 三次プロ セス 変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ 

• 四次プロ セス 変数 = ｷｼﾞｭﾝﾀｲｾｷﾘｭﾘｮｳ

! 注意 ! 

• コ マンド 51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロ セ

ス 変数に割当てる こ と ができ ま す。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で表さ

れま す。
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6 HART ショ ート フ ォ ームアド レ ス の

設定 

アク セス  タ イ プ = 書込み

0 バイ ト ： 要求アド レ ス（0 ～ 15）

初期設定：

0

! 注意 ! 

アド レ ス  >0（マルチド ロ ッ プモード ）

で、 一次プロ セス 変数の電流出力は、

4 mA にセッ ト さ れま す。

0 バイ ト ： 有効なアド レ ス

11 タ グを使用し た機器固有のデバイ ス  

ID の読込み（測定ポイ ント 設定） 

アク セス  タ イ プ = 読込み

0-5 バイ ト ： タ グ デバイ ス ID で機器と 製造者の情報を知る こ と ができ ま

す。 変更する こ と はでき ま せん。 

タ グが、 機器に保存さ れている タ グと 一致が確認さ れ

る と 、 12 バイ ト のデバイ ス  ID によ り 構成さ れたレ ス

ポンス があり ま す。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = エンド レ ス ハウ ザー社

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イ プ ID、 83 = プロ マス  40

- 3 バイ ト ： プレ ンブル数

- 4 バイ ト ： 標準コ マンド の改訂番号

- 5 バイ ト ： 機器特有のコ マンド の改訂番号

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェ ア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェ ア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加機器情報

- 9-11 バイ ト ： 機器 ID

12 ユーザーメ ッ セージの読込み 

アク セス  タ イ プ = 読込み

なし 0-24 バイ ト ： ユーザーメ ッ セージ

! 注意 ! 

コ マンド 17 を使用し ユーザーメ ッ セージを書込むこ と

ができ ま す。

13 タ グ、 種類と 日付の読込み 

アク セス  タ イ プ = 読込み

なし - 0-5 バイ ト ： タ グ

- 6-17 バイ ト ： 種類

- 18-20 バイ ト ： 日付

! 注意 ! 

コ マンド 18 を使用し タ グ、 種類と 日付を書込むこ と が

でき ま す。

14 一次プロ セス 変数上のセンサ情報の

読込み

なし - 0-2 バイ ト ： センサシリ アル番号

- 3 バイ ト ： センサリ ミ ッ ト と 一次プロ セス 変数の測

定範囲の HART 単位コ ード

- 4-7 バイ ト ： 上限値

- 8-11 バイ ト ： 下限値

- 12-15 バイ ト ： 小ス パン

! 注意 ! 

• 一次プロ セス 変数に関連する データ （= 質量流出）

• 製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で表さ

れま す。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ ）

標準コマンド（Universal Commands）
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15 一次プロ セス 変数の出力情報の読込

み 

アク セス  タ イ プ = 読込み

なし - 0 バイ ト ： アラ ームセレ ク ショ ン ID

- 1 バイ ト ： ト ラ ンス フ ァ ーフ ァ ンク ショ ン ID

- 2 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の測定範囲の設定のた

めの HART 単位コ ード

- 3-6 バイ ト ： 上限範囲、 20 mA 値

- 7-10 バイ ト ： 測定範囲の開始点、 4 mA 値

- 11-14 バイ ト ： ダンピ ング定数 [s]

- 15 バイ ト ： 書込み禁止 ID

- 16 バイ ト ： OEM ディ ーラ ー ID、 17 = エンド レ ス ハ

ウ ザー社

初期設定：

一次プロ セス 変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

• コ マンド 51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロ セ

ス 変数に割当てる こ と ができ ま す。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で表さ

れま す。

16 機器のシリ アル番号の読込み 

アク セス  タ イ プ = 読込み

なし 0-2 バイ ト ： シリ アル番号

17 ユーザーメ ッ セージの書込み 

アク セス  = 書込み

こ のパラ メ ータ で、 32 文字のテキス

ト を機器に保存でき ま す。

0-23 バイ ト ： 要求さ れたユーザー

メ ッ セージ

機器内の 新のユーザーメ ッ セージを表示し ま す。

0-23 バイ ト ： 機器内の 新のユーザーメ ッ セージ

18 タ グ、 種類と 日付の書込み 

アク セス  = 書込み

こ のパラ メ ータ で、 8 文字のタ グと 、 

16 文字の種類と 日付を保存でき ま す。

- 0-5 バイ ト ： タ グ

- 6-17 バイ ト ： 種類

- 18-20 バイ ト ： 日付

機器内の 新の情報を表示し ま す

- 0-5 バイ ト ： タ グ

- 6-17 バイ ト ： 種類

- 18-20 バイ ト ： 日付

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ ）

標準コマンド（Universal Commands）
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以下の表は、 本機器がサポー ト し ている共有コマン ド です。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ ）

共有コマンド（Common Practice Commands）

34 一次プロ セス 変数の ダンピ ング値の

書込み

アク セス  = 書込み

0-3 バイ ト ： 一次プロ セス 変数のダン

ピ ング値（秒単位）

初期設定：

一次プロ セス 変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

機器内の 新のダンピ ング定数を表示し ま す

0-3 バイ ト ： ダンピ ング定数（s）

35 一次プロ セス 変数の測定範囲の書込

み 

アク セス  = 書込み

測定範囲の書込み

- 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の 

HART 単位コ ード

- 1-4 バイ ト ： 上限範囲、 20 mA 値

- 5-8 バイ ト ： 測定範囲の開始点、

4 mA 値

初期設定：

一次プロ セス 変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

• コ マンド 51 を使用し て、 機器変数

の割当てをプロ セス 変数に割当て

る こ と ができ ま す。

• HART 単位コ ード が、 プロ セス 変数

に対し て正し く ない場合、 機器の

設定は 後の単位のま ま 継続さ れ

ま す。

新の測定範囲の設定が表示さ れま す

- 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の測定範囲の設定のた

めの HART 単位コ ード

- 1-4 バイ ト ： 上限範囲、 20 mA 値

- 5-8 バイ ト ： 測定範囲の開始点、 4 mA 値

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で表さ れ

ま す。

38 機器ス テータ ス のリ セッ ト  （構成の

変更）

アク セス  = 書込み

なし なし

40 一次プロ セス 変数の電流出力値をシ

ミ ュ レ ーショ ン 

アク セス  = 書込み

一次プロ セス 変数の出力電流シミ ュ

レ ーショ ン。

シミ ュ レ ーショ ンモード の入力値に 0 

を入力する と シミ ュ レ ーショ ンモー

ド を終了し ま す。

0-3 バイ ト ： 電流出力値（mA）

初期設定：

一次プロ セス 変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

コ マンド  51 を使用し て、 機器変数の

割当てをプロ セス 変数に割当てる こ

と ができ ま す。

一次プロ セス 変数の瞬時電流値が表示さ れま す。

0-3 バイ ト ： 電流出力値（mA）

42 マス タ ーリ セッ ト の実行

アク セス  = 書込み

なし なし
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44 一次プロ セス 変数の単位の書込み 

アク セス  = 書込み

一次プロ セス 変数の単位の設定 プロ

セス 変数に適応し た単位のみが機器

に転送さ れま す。

0 バイ ト ： HART 単位コ ード

初期設定：

一次プロ セス 変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

• 書込ま れた HART 単位コ ード が、

プロ セス 変数に対し て正し く ない

場合、 機器の設定は 後の単位の

ま ま 継続さ れま す。

• 一次プロ セス 変数の単位を変更し

ても 、 シス テムには影響はあり ま

せん。

一次プロ セス 変数の 新の単位コ ード が表示さ れま す。

0 バイ ト ： HART 単位コ ード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で表さ れ

ま す。

48 追加機器状態の読込み 

アク セス  = 読込み

なし 機器のス テータ ス が、 拡張フ ォ ームに表示さ れま す。

コ ード ： 32 ページ の表を参照

50 4 つのプロ セス 変数のための機器変数

の割当ての読込み。 

アク セス  = 読込み

なし プロ セス 変数の 新の変数割当てが表示さ れま す。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器変数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器変数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器変数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器変数コード

初期設定：

• 一次プロ セス 変数：  コ ード  1（質量流量）

• 二次プロ セス 変数： コ ード 250（積算計 1）

• 三次プロ セス 変数：  コ ード  5（体積流量）

• 四次プロ セス 変数：  コ ード  6（基準体積流量）

! 注意 ! 

コ マンド  51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロ セス

変数に割当てる こ と ができ ま す。

51 4 つのプロ セス 変数のための機器変数

の割当ての書込み。 

アク セス  = 書込み

機器変数の四次プロ セス 変数への

設定：

- 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数のため

の機器変数コ ード

- 1 バイ ト ： 二次プロ セス 変数のため

の機器変数コ ード

- 2 バイ ト ： 三次プロ セス 変数のため

の機器変数コ ード

- 3 バイ ト ： 四次プロ セス 変数のため

の機器変数コ ード

機器変数サポート コ ード ：

データ を参照 → 25 ページ

初期設定：

• 一次プロ セス 変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

• 二次プロ セス 変数（SV） = ｾｷｻﾝｹｲ 

1

• 三次プロ セス 変数 = ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ 

• 四次プロ セス 変数 = 

ｷｼﾞｭﾝﾀｲｾｷﾘｭﾘｮｳ

! 注意 ! 

積算計は、 一次プロ セス 変数と し て

割り 当てる こ と はでき ま せん。

プロ セス 変数の単位割当てが表示さ れま す。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器変数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器変数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器変数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器変数コード

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ ）

共有コマンド（Common Practice Commands）
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53 機器変数単位の書込み 

アク セス  = 書込み

こ のコ マンド によ り 、 特定の機器変

数の単位を設定し ま す。 機器変数に適

応し たこ れら の単位のみが転送さ れ

ま す

- 0 バイ ト ： 機器変数コ ード

- 1 バイ ト ： HART 単位コ ード

機器変数サポート コ ード ：

データ を参照 → 25 ページ

! 注意 ! 

• 書込ま れた HART 単位コ ード が、

機器変数に対し て正し く ない場合、

機器の設定は 後の単位のま ま 継

続さ れま す。

• 機器変数の単位を変更し ても 、 シ

ス テムには影響あり ま せん。

機器変数の 新の単位コ ード が表示さ れま す。

- 0 バイ ト ： 機器変数コ ード

- 1 バイ ト ： HART 単位コ ード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で表さ れ

ま す。

59 レ ス ポンス メ ッ セージへのプレ ンブ

ル数の書込み。 

アク セス  = 書込み

こ のパラ メ ータ は、 レ ス ポンス メ ッ

セージに挿入さ れた、 プレ ンブル数

を設定し ま す。

0 バイ ト ： プレ ンブル数（2 ～ 20）

応答と し て 新のプレ ンブル数が応答メ ッ セージに表

示さ れま す。

0 バイ ト ： プレ ンブル数 

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ ）

共有コマンド（Common Practice Commands）
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5.3.5 機器ステータ ス / エラー メ ッ セージ

コマン ド 48 を使用し、 拡張機器ステータ スによ って 新のエラー メ ッ セージを見る こ と ができ
ます。 コマン ド は、 ビ ッ ト に分割されたコード情報と し て送信されます （以下の表を参照し て く
ださい）。

! 注意 !
機器ステータ ス と エラー メ ッ セージの詳細、 およびその解消方法については、 " システムエラー
メ ッ セージ " （→ 43 ページ以降） を参照し て く ださ い。

バイト ビット エラー No. エラーの簡単な説明（→ 43 ページ以降）

0

0 001 重大なデバイ ス エラ ー

1 011 EEPROM の故障

2 012 EEPROM のデータ アク セス の不良

3…7 割当なし -

1

0 割当なし -

1 031 S-DAT： 欠陥ま たは、 喪失

2 032 S-DAT： 保存さ れた値へのアク セス エラ ー

3…4 割当なし -

5 051 入出力基板と アンプ基板に、 互換性なし

6…7 割当なし -

2 0…7 割当なし -

3

0…2 割当なし -

3 111 積算計チェ ッ ク サムエラ ー

4 121 入出力基板と アンプ基板（ソ フ ト ウ ェ アバージョ ン） に互換性なし

5…7 割当なし -

4

0…2 割当なし -

3 251 アンプ基板の内部通信異常

4 261 アンプ基板と 入出力基板間でのデータ 通信エラ ー

5…7 割当なし -

5 0…7 割当なし -

6 0…7 割当なし -

7

0…2 割当なし -

3 351 電流出力： 流量が範囲外と なっている 。

4…6 割当なし -

7 355 周波数出力： 流量が範囲外と なっている 。

8

0…2 割当なし -

3 359 パルス 出力： パルス 出力周波数が範囲外と なっている 。

4…7 割当なし -

9

0 379 計測チュ ーブの共振周波数が、 許容範囲外と なっている 。

1 380

2 381 計測チュ ーブの温度センサに欠陥の可能性がある 。

3 382

4…5 割当なし -

6 385 計測チュ ーブのセンサコ イ ル（入口側） に欠陥の可能性がある 。

7 386 計測チュ ーブのセンサコ イ ル（出口側） に欠陥の可能性がある 。



プロ ラ イ ン プロマス 40 5 操作

エン ド レスハウザー ジャパン 33

10

0 387 計測チュ ーブのセンサコ イ ル（入口ま たは出口側） に欠陥の可能性

があり ま す。1 388

2 389
アンプのエラ ー 

3 390

4…7 割当なし -

11 0…7 割当なし -

12

0…6 割当なし -

7 501 新し いソ フ ト ウ ェ アバージョ ンが実行さ れていま す。 こ の間、 他の

コ マンド は実行でき ま せん。

13

0 502 デバイ ス フ ァ イ ルをアッ プロ ード およ びダウ ンロ ード し ま す。 こ の

間、 他のコ マンド は実行でき ま せん。

1…4 割当なし -

5 586 流体の特性によ り 測定を続行する こ と ができ ま せん。

6 587 プロ セス 条件が極端な条件になっている 。 

そのため、 機器を始動する こ と ができ ま せん。

7 588 アナロ グ値から デジタ ル値への内部演算ができ ない。 

測定を続行する こ と は不可能。

14

0…2 割当なし -

3 601 ポジティ ブゼロ リ タ ーンが起動し ていま す。

4…6 割当なし -

7 611 電流出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

15

0…2 割当なし -

3 621 周波数出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

4…6 割当なし -

7 631 パルス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

16

0…2 割当なし -

3 641 ス テータ ス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

4…7 割当なし -

17
0…6 割当なし -

7 671 ス テータ ス 入力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

18

0…2 割当なし -

3 691 エラ ー時の出力のシミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

4 692 体積流量のシミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

5…7 割当なし -

19

0 700 プロ セス 流体の密度が、 " 空検知 " 機能で設定し た上限値も し く は

下限値の範囲外です。

1 701 流体の特性が極端になっている ため、 計測チュ ーブの加振コ イ ルの

電流値が 大値に達し ま し た。

2 702 プロ セス 流体が不均一なため、 共振周波数が安定し ない。

3 703 アナロ グ値から デジタ ル値への内部演算ができ ない。

測定を続行する こ と は不可能です。4 704

5 705 機器の測定範囲を超えている 。 質量流量が多すぎま す。 

6…7 割当なし -

20

0…4 割当なし -

5 731 ゼロ 点調整が不可能ある いはキャ ンセルさ れま し た。

6…7 割当なし -

バイト ビット エラー No. エラーの簡単な説明（→ 43 ページ以降）
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6 設定

6.1 設置と機能確認

機器の電源を入れる前に、 以下の 終チェ ッ ク を行って く ださい。
• " 設置状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト → 17 ページ
• " 配線状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト → 21 ページ

6.2 機器の電源投入

機能確認が正常に完了し た ら、 電源をオンにし ます。 機器が作動し ます。
機器が作動し自己診断を行います。 こ の処理手順が進むと、 次の様な メ ッ セージが順番に表示部
に表示されます。

通常測定モード では、 ス ター ト ア ッ プが完了する とすぐに測定を開始し ます。 
各種の測定値やステータ スパラ メ ータが表示部に表示されます。 この画面をホーム画面 と言いま
す。

! 注意 !
ス ター ト ア ッ プに失敗する と、 原因を示すエラー メ ッ セージが表示されます。

ĪĽĹĭě 40
ěĞĎĢďčĪĽ

ス タ ート アッ プメ ッ セージ

▼

ġļĨļĐěĝĪĢđĒď
XX.XX.XX

現在のソ フ ト ウ ェ アバージョ ン（例）

▼

Ěěġį OK
→ ēīĽĸĎĚČĻ

通常の測定モード の開始
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6.3 設定

6.3.1 電流出力 ： アク テ ィ ブ / パッ シブ

電流出力は、 入出力基板上の各種ジャ ンパを使って、 " ア ク テ ィ ブ " または " パッ シブ " に設定
でき ます。

# 危険 !
感電の危険性があ り ます。
露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外す前に電源を必ずオフにし
て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取外し ます。 → 51 ページ以降を参照

3. 図 16 に従ってジャ ンパを設定し ます。

" 警告 !
機器を破壊する危険性があ り ます。 ジ ャ ンパは、 図 16 に示すよ う に正確に設定し て く ださ
い。
ジャ ンパを間違って設定する と、 機器あ るいはそれに接続されている外部の装置のいずれか
を破壊する過電流が発生する可能性があ り ます。

4. 入出力基板の取付けは、 上記 と逆の手順で行って く ださい。

A0001044

図 16: ジ ャ ンパによる電流出力の設定 （入出力基板）

1 アク ティ ブ電流出力（工場出荷時）

2 パッ シブ電流出力

1

2
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6.4 調整

6.4.1 ゼロ点調整

すべての機器は、 新技術に従って校正が実施されています。
この校正によ り 校正されたゼロ点は銘板に記載されています。 
校正は基準条件下で行われています。 → 58 ページ
ゼロ点調整は一般に、 プロマスには必要ありません。

ゼロ点調整は以下のよ う な場合に行 う こ と を推奨し ます。
• 微小流量で、 高の測定精度を要求する場合
• 極端なプロセス条件または動作条件 （た と えば、 非常に高いプロセス圧力または非常に粘度

の高い液体など）

ゼロ点調整時の注意
ゼロ点調整を行 う 前に、 以下の点に注意し て く ださい。
• ゼロ点調整は、 気体あ るいは固体を含まない液体でのみ実行する こ と ができ ます。
• ゼロ点調整は、 計測チューブを流体で完全に満た し、 流量ゼロ （v = 0 m/s） の状況下で実行し

ます。 例 ： センサの上流側や下流側の遮断バルブあ るいは既存のバルブやゲー ト を使用し て実
行する こ と ができ ます。
- 通常運転時 → バルブ 1 および 2 が開
- ポンプ圧力を利用し たゼロ点調整 → バルブ 1 開 / バルブ 2 閉
- ポンプ圧力を使用し ないゼロ点調整 → バルブ 1 閉 / バルブ 2 開

" 警告 !
• 測定の困難な流体の場合 （例 - 固体あ るいは気体を含む場合）、 ゼロ点調整を繰返し行って

も、 安定し たゼロ点を取得する こ と が困難な場合があ り ます。 こ のよ う な場合は、 弊社営業所
も し く は販売代理店にご連絡 く ださい。

• " ｾﾞﾛﾃﾝ " 機能 （" 機能説明書 " を参照） を使用し て、 現在有効なゼロ点を確認でき ます。

A0003601

図 17: ゼロ点調整と遮断バルブ （1、 2）

1

2



プロ ラ イ ン プロマス 40 6 設定

エン ド レスハウザー ジャパン 37

ゼロ点調整の実行

1. 運転条件が安定する まで、 システムを運転し ます。

2. 流れを停止し ます （v = 0 m/s）。

3. 遮断バルブからの漏れを確認し ます。

4. 使用圧力が正しいかを確認し ます。

5. 機能マ ト リ ク スによ り 、 以下のよ う にゼロ点調整を実行する こ と ができ ます。

手順

ホーム画面から 機能マト リ ク ス へ入り ま す。

機能分類 " ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ " を選択し ま す。

" ｾﾞﾛﾃﾝﾁｮｳｾｲ " 機能を選択し ま す。

" ｽﾀｰﾄ " を選択し ま す。

ゼロ 点調整がス タ ート し ま す。ゼロ 点調整が始ま る と 、" ｾﾞﾛﾃﾝﾁｮｳｾｲ ｼﾝｺｳﾁｭｳ " メ ッ セージが 30 ～ 60 秒

間表示さ れま す。

計測チュ ーブ内の流速が 0.1 m/s を超える と 、 次のよ う なエラ ーメ ッ セージが表示部に現れま す：

" ｾﾞﾛﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ "
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6.4.2 密度調整

流体密度を測定する際の精度 （計測チューブの共振に比例） は、 体積流量の計算に直接影響を及
ぼし ます。 流体の特性が、 校正時に使用される基準条件範囲から外れていなければ、 密度調整を
行 う 必要はあ り ません。

密度調整の実行

" 警告 !
• 現場での密度調整は、 た と えば、 流体密度に関する詳細な情報を得ている場合にのみ実行す

る こ と ができ ます。
• 目標密度値は、 機器が測定する測定値に対し て偏差が 10 ％以内であ る必要があ り ます。
• 目標密度に誤差があ る と、 計算されるすべての算出体積測定に影響を及ぼし ます。
• 密度調整は、 工場出荷時の密度校正値あ るいは弊社サービ スが設定し た校正値を変更する こ

と にな り ます。

以下で説明する機能の詳細については、 " 機能説明書 " を参照し て く ださい。

1. センサを流体で満た し ます。 計測チューブが流体で完全に満た され、 その流体に気泡がない
こ と を確認し て く ださい。

2. 流体 と計測チューブの間の温度差が等し く なる まで待機し ます。 待機する時間は、 流体 と温
度レベルによ り 異な り ます。

3. 機能マ ト リ ク スで " ﾐﾂﾄﾞﾁｮｳｾｲ " 機能を選択し ます。
ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ﾐﾂﾄﾞﾁｮｳｾｲ
流体の目標密度を入力し、 その値を保存し て く ださい。 入力レンジ = 密度の測定値 ± 10%

4. " ﾘｭｳﾀｲﾐﾂﾄﾞｿｸﾃｲ " 機能を選択し て く ださい。
" ｽﾀｰﾄ " を選択し ます。表示部に、" ﾘｭｳﾀｲﾐﾂﾄﾞ ｿｸﾃｲｼﾝｺｳﾁｭｳ " と い う メ ッ セージが約 10 秒間
表示されます。 この間に、 初の流体 （密度値は既知であ る） の現在の密度が測定されま
す。

5. " ﾐﾂﾄﾞﾁｮｳｾｲ " 機能を選択し ます。
" ﾐﾂﾄﾞﾁｮｳｾｲ " 設定を選択し ます。 プロマスは、 密度の測定値と目標値を比較し、 新しい密度
係数を計算し ます。

" 警告 !
密度調整が正し く 行われなかった場合は、 " ｼｮｷﾁ ﾆ ﾓﾄﾞﾙ " 機能を選択し、 工場出荷時の密度
係数に戻すこ と ができ ます。
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6.5 破裂板

破裂板が内蔵されたセンサハウジングがオプシ ョ ンで用意されています。

# 危険 !
• 破裂板の機能や作動が機器の妨げにな ら ないよ う 注意し て く ださ い。 ハウジング内の破裂圧

力は、 表示ラベルに示されています。 破裂板が破裂し た場合、 損傷が発生し ないよ う 適切な
予防措置を講じ、 また人命に対する危険性を考慮し て く ださ い。
破裂板 ： 破裂圧力 10 ～ 15 bar。

• 破裂板が使用された場合、 ハウジングには保護容器機能がないこ と にご注意 く ださ い。
• 接続を開放し た り 、 破裂板を取 り 外し た り し ないで く ださ い。

" 警告 !
• 破裂板を、 別売のスチームジ ャ ケ ッ ト と組合わせて使用する こ と はでき ません。
• 既存の接続ノ ズルは、 洗浄機能や過圧モニタ リ ング機能には対応し ません。

! 注意 !
• 設定を行 う 前に、 破裂板の輸送保護を外し て く ださい。
• 表示ラベルにご注意 く ださい。

6.6 データ記憶機器 （HistoROM）

エン ド レ スハウザー社では、 HistoROM と い う 用語を、 プロセスおよび機器のデータの保存先 と
な る様々な タ イ プのデー タ ス ト レージモジ ュ ールを指す言葉 と し て使用 し てい ます。 こ のモ
ジ ュールの取付け と取外し を行 う こ と で、 機器設定を他の機器上に複製し、 1 つの実例のみを引
用する こ と ができ ます。

6.6.1 HistoROM/S-DAT （センサ DAT）

S-DAT は、 交換可能なデータ記憶機器であ り 、 センサに関連するすべてのパラ メ ータ
（例 ： 口径、 シ リ アル番号、 校正フ ァ ク タ、 ゼロ点） がこ こに保存されます。

7 メ ンテナンス

特別な保守作業は必要あ り ません。

7.1 外部洗浄

機器の外部を洗浄する場合は、 必ずハウジング と シールの表面に傷をつけない洗浄剤を使用し
て く ださい。



8 アクセサリ プロ ラ イ ン プロマス 40

40 エン ド レスハウザー ジ ャパン

8 アク セサリ

変換器およびセンサには、 ア ク セサ リ が多種用意されています。 具体的なオーダーコー ド につい
ては、 寄 り の弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

8.1 機器固有のアクセサリ

8.2 測定方式関連のアクセサリ

8.3 通信関連のアクセサリ

アクセサリ 内容 オーダーコード

変換器

プロ マス  40

交換用ある いは在庫用変換器。 オーダーコ ード

を使用し て以下の仕様を決定し ま す。

- 防爆認証

- 保護等級 / バージョ ン

- 電線管接続口

- 表示部 / 電源 / 校正

- ソ フ ト ウ ェ ア

- 出力 / 入力

40XXX − XXXXX * * * * * *

アクセサリ 内容 オーダーコード

メ モグラ フ  M グラ

フ ィ ッ ク ディ ス プレ イ

レ コ ーダ

メ モグラ フ  M グラ フ ィ ッ ク ディ ス プレ イ レ

コ ーダには、 関連プロ セス 変数についての情

報がすべて表示さ れま す。

こ れによ り 、 測定値の正確な記録、 リ ミ ッ ト

値の監視、 測定ポイ ント の解析を行う こ と が

でき ま す。 データ は、 256 MB の内部メ モリ に

保存さ れ、 DSD カード や USB メ モリ にも 保存

さ れま す。

モジュ ール式の構造、 直感的な操作、 総合的

なセキュ リ ティ コ ンセプト など が、 メ モグラ

フ  M の特長です。

ReadWin® 2000 PC ソ フ ト ウ ェ アが標準パッ

ケージに含ま れていま す。 こ のソ フ ト ウ ェ ア

は、 取り 込んだデータ の設定 / 表示 / アーカ

イ ブに使用し ま す。

オプショ ンの演算チャ ンネルを使用する と 、

特定のエネルギー消費やボイ ラ 効率、 なら び

に効率的なエネルギー管理に必要なその他の

パラ メ ータ を、 連続的に監視する こ と ができ

ま す。

RSG40 - ************

アクセサリ 内容 オーダーコード

HART コ ミ ュ ニケータ

Field Xpert ハンド ヘル

ド タ ーミ ナル

HART 電流出力（4 ～ 20 mA） を使用し て機能

設定およ び測定値の読取り を行う ハンド ヘル

ド タ ーミ ナルです。

詳細は、 弊社営業所も し く は販売代理店にお

問い合せく ださ い。

SFX100 - *******

FXA195 コ ミ ュ ボッ ク ス  FXA195 は、 本質安全イ ンテ

リ ジェ ント 変換器を HART プロ ト コ ルでパソ

コ ンの USB ポート に接続し ま す。 こ れによ

り 、 操作ソ フ ト ウ ェ ア（例： FieldCare） を利

用し た変換器のリ モート 操作が可能になり ま

す。 コ ミ ュ ボッ ク ス の電源は、 USB ポート か

ら 供給さ れま す。

FXA195 - *
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8.4 サービス関連のアクセサリ

アクセサリ 内容 オーダーコード

アプリ ケータ 流量計の選択およ びサイ ジング用ソ フ ト ウ ェ

アアプリ ケータ は、 イ ンタ ーネッ ト から ダウ

ンロ ード する 、 ある いは、 CD-ROM を注文し

て PC にイ ンス ト ールする こ と ができ ま す。

詳細は、 弊社営業所も し く は販売代理店にお

問い合せく ださ い。

DKA40 − *

フ ィ ールド チェ ッ ク  現場で流量計をテス ト する ためのテス タ /

シミ ュ レ ータ 。 

"FieldCare" ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージと 併せて

使用する と 、 試験結果をデータ ベース にイ ン

ポート し たり 、 印刷し たり 、 公式証明書に利

用する こ と ができ ま す。

詳細は、 弊社営業所も し く は販売代理店にお

問い合せく ださ い。

DXC10 − * *

FieldCare FieldCare は、 エンド レ ス ハウ ザー社製 FDT 

ベース のプラ ント アセッ ト マネージメ ント

ツールです。

本ツールを使用し て、 ループ内にある イ ンテ

リ ジェ ント フ ィ ールド 機器の設定およ び自己

診断が可能です。

ス テータ ス 情報を利用する こ と によ り 、 簡単

かつ効果的に機器のス テータ ス や状態を監視

でき ま す。 プロ ラ イ ン流量計への接続は、

FXA193 など 専用イ ンタ ーフ ェ イ ス を介し て行

われま す。

詳細については、 弊社ウ ェ ブ

サイ ト の製品ページを参照し

てく ださ い：

www.endress.com

FXA193 FieldCare によ る 操作を行う ための、 本機器か

ら  PC へのサービス イ ンタ ーフ ェ イ ス

FXA193 - *
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9 ト ラ ブルシュ ーティ ング

9.1 ト ラ ブルシューテ ィ ングについて

運転開始時ま たは運転中に故障が発生し た場合は、 下記のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト ラ ブル
シ ューテ ィ ングを行って く ださい。 この手順を踏むこ と によ り 、 原因究明および適切な対応策を
取る こ と ができ ます。

表示部のチェック

何も 表示さ れず、 出力信号

も 出ていない。

1. 電源確認 → → 端子 1、 2

2. 電源用ヒ ュ ーズの確認 → 53 ページ

AC 85 ～ 260 V： 0.8 A ス ロ ーブロ ー / 250 V

AC 20 ～ 55 V およ び DC 16 ～ 62 V： 2 A ス ロ ーブロ ー / 250 V

3. 電子部品の欠陥 → ス ペアパーツ 注文 → 50 ページ

何も 表示さ れないが、 出力

信号は出ている 。

1. 表示モジュ ールのリ ボンケーブルコ ネク タ ーが、 アンプ基板に正し く

挿入さ れている かをチェ ッ ク → →52 ページ

2. 表示モジュ ールの欠陥 → ス ペアパーツ 注文 → 50 ページ

3. 電子部品の欠陥 → ス ペアパーツ 注文 → 50 ページ

測定値は表示さ れる が、 電

流ある いはパルス 出力が出

ていない

電子部品の欠陥 → ス ペアパーツ 注文 → 50 ページ

▼

表示部上のエラーメッセージ

設定ある いは測定中に発生し たエラ ーは、 すぐ に表示さ れま す。

エラ ーメ ッ セージには各種のアイ コ ンがあり 、 こ れら のアイ コ ンの意味は、 次の通り です。

- エラ ータ イ プ： S = シス テムエラ ー、 P = プロ セス エラ ー

- エラ ーメ ッ セージタ イ プ： $ = アラ ームメ ッ セージ、 ! = 注意メ ッ セージ

- " ěĵĖļĶċđ ĚļČđĞĐ " = エラ ーの内容、 例： 流体が均質でない

- 03:00:05 = エラ ー発生の継続時間（時間： 分： 秒）

- # 702 = エラー番号

" 警告 !
23 ページ以降 の情報も 参照し てく ださ い。

▼

その他のエラー（エラーメッセージなし）

その他のエラ ーが発生 診断と 調整 → 47 ページ
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9.2 システムエラー メ ッ セージ

重大なシステムエラーは、 常に機器によ って " ア ラーム メ ッ セージ " と し て認識され、 稲妻の
マーク （$） が表示部に表示されます。 ア ラーム メ ッ セージは、 すぐに入力および出力に影響を及
ぼし ます。

" 警告 !
重大な故障の場合は、 弊社に返却し て く ださい。 流量計を弊社に返却する前に、 6 ページ の処理
手順を行って く ださい。 本取扱説明書に添付されている、 " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を
正し く 記載し、 必ず機器に同封し て く ださい。 " 安全 / 洗浄確認書 " 用紙は本取扱説明書の 初
に添付されています。

! 注意 !
• 下記のエラー メ ッ セージの分類は、 初期設定です。
• 23 ページ以降 と 48 ページの情報にも従って く ださい。

種類 エラーメッセージ / No. 原因 対処法（スペアパーツ）

S = シス テムエラ ー

$ = アラ ームメ ッ セージ（出力に影響あり ）

! = 注意メ ッ セージ（出力に影響なし ）

No. # 0xx → ハードウェアエラー

001 S: ｼﾞｭｳﾀﾞｲﾅｲｼﾞｮｳ（重大

な異常）

$: # 001

重大なデバイ ス エラ ー アンプ基板を交換し てく ださ い。

（ス ペアパーツ  → 50 ページ）

012 S: AMP HW EEPROM

$: # 011

アンプ：

EEPROM の欠陥

アンプ基板を交換し てく ださ い。

（ス ペアパーツ  → 50 ページ）

013 S: AMP SW EEPROM

$: # 012

アンプ：

EEPROM のデータ アク セス の不良

エラ ーが発生し た EEPROM データ ブロ ッ ク は 

" ﾃﾞｰﾀﾌﾘｮｳﾉｶｲﾌｸ " 機能で表示さ れま す。

Enter キーを押し て当該エラ ーを検知し 、 エラ ーが

発生し たパラ メ ータ 値に代わり 、 初期値が挿入さ

れま す。

! 注意 ! 

エラ ーが発生し た場合は、 機器を再始動する 必要

があり ま す。

031 S: SENSOR HW DAT

$: # 031

センサ：

1. S-DAT がアンプ基板に接続さ れていないか、 あ

る いは、 見当たり ま せん。

2. S-DAT に故障がある 。

1. S-DAT が正確にアンプ基板に差込ま れている か

を確認し ま す（→ 52 ページ）。

2. 故障がある 場合は、 S-DAT を交換し てく ださ

い。 

（ス ペアパーツ → 50 ページ）

S-DAT を交換する 前に、新し く 交換する  S-DAT 

が互換性がある か次の内容を確認し てく ださ

い。

- ス ペアパーツセッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し てく ださ い。

（ス ペアパーツ  → 50 ページ）

4. S-DAT をアンプ基板に差込んでく ださ い。

032 S: SENSOR SW DAT

$: # 032

051 S: A/C ｺﾝﾊﾟﾃｨﾌﾞﾙ

$: # 051

入出力基板と アンプ基板に、 互換性なし 互換性のある モジュ ールと 基板だけを使用し てく

ださ い。

使用する モジュ ールの互換性をチェ ッ ク し てく だ

さ い。

次の内容を確認し てく ださ い。

- ス ペアパーツ セッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号
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No. # 1xx → ソフトウェアエラー

111 S: ｾｷｻﾝｹｲ ﾁｪｯｸｻﾑｴﾗｰ

$: # 111

積算計チェ ッ ク サムエラ ー 1. 機器を再始動し てく ださ い。

2. 必要なら 、 アンプ基板を交換し てく ださ い

（ス ペアパーツ  → 50 ページ）。

121 S: A/C ｺﾝﾊﾟﾃｨﾌﾞﾙ

!: # 121

異なる ソ フ ト ウ ェ アバージョ ンのため、 入出力基

板と アンプは、 部分的にし か互換性があり ま せん

（機能を制限する 可能性あり ）。

! 注意 ! 

- こ のメ ッ セージは " ｺﾚﾏﾃﾞﾉｼﾞｮｳﾀｲ " 機能に記録さ

れる だけです。

- 表示部には表示さ れま せん。

旧ソ フ ト ウ ェ アバージョ ンの基板を FieldCare に

よ ってアッ プデート する か、 基板を交換し てく だ

さ い （ス ペアパーツ → 50 ページ）。

No. # 2xx → DAT エラー / 通信エラー

251 S: I/O- ｱﾝﾌﾟ ﾂｳｼﾝｴﾗｰ

$: # 251

アンプ基板の内部通信異常 アンプ基板を交換し てく ださ い。 

（ス ペアパーツ → 50 ページ）

261 S: I/O- ｱﾝﾌﾟ ﾂｳｼﾝｴﾗｰ

$: # 261

アンプと 入出力基板間でデータ の授受がないか、

ある いは間違った内部データ を転送。

バス の接続部をチェ ッ ク し てく ださ い。

No. # 3xx → システムリミット値の超過

351 S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

!: # 351

電流出力： 流量が範囲外と なっている 。 1. 上限ある いは下限の設定を変更し てく ださ い。

2. 流量を増加、 ある いは減少さ せてく ださ い。

355 S: ｼｭｳﾊｽｳｵｰﾊﾞｰ

!: # 355

周波数出力： 流量が範囲外と なっている 。 1. 上限ある いは下限の設定を変更し てく ださ い。

2. 流量を増加、 ある いは減少さ せてく ださ い。

359 S: ﾊﾟﾙｽ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

!: # 359

パルス 出力： パルス 出力周波数が範囲外と なって

いる 。

1. パルス 値の設定を増加し てく ださ い。

2. 積算計で扱う パルス 数を増やすこ と ができ る 場

合は、 大パルス 周波数を大き く し ま す。

3. 流量を減少し てく ださ い。

379
380

S: ﾁｭｰﾌﾞｼｭｳﾊｽｳｹﾞﾝｶｲ

$: # 379 / 380

計測チュ ーブの共振周波数が、 許容範囲外と なっ

ている 。

原因：

- 計測チュ ーブが損傷し ている 。

- センサに欠陥がある 、 ある いは損傷し ている

弊社サービ ス にご連絡く ださ い。

381
382

S: ﾘｭｳﾀｲｵﾝﾄﾞﾉ ｹﾞﾝｶｲ

$: # 381 / 382

計測チュ ーブの温度センサに欠陥の可能性がある 。 弊社サービ ス にご連絡いただく 前に、 次の電気接

続を確認し てく ださ い。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に差込

ま れている か確認し てく ださ い（→ 52 ページ）。

385 S: IN ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｴﾗｰ

$: # 385

計測チュ ーブのピ ッ ク アッ プコ イ ル（入口側） に

欠陥の可能性がある 。

弊社サービ ス にご連絡いただく 前に、 次の電気接

続を確認し てく ださ い。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に差込

ま れている か確認し てく ださ い（→ 52 ページ）。

386 S: OUT ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｴﾗｰ

$: # 386

計測チュ ーブのピ ッ ク アッ プコ イ ル（出口側） に

欠陥の可能性がある 。

弊社サービ ス にご連絡いただく 前に、 次の電気接

続を確認し てく ださ い。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に差込

ま れている か確認し てく ださ い（→ 52 ページ）。

種類 エラーメッセージ / No. 原因 対処法（スペアパーツ）
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387 S: ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｺｲﾙｴﾗｰ

$: # 387

計測チュ ーブの加振コ イ ルに欠陥の可能性がある 。 弊社サービ ス にご連絡いただく 前に、 次の電気接

続を確認し てく ださ い。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に差込

ま れている か確認し てく ださ い（→ 52 ページ）。

388
389
390

S: ｱﾝﾌﾟ ﾉ ﾄﾞｳｻﾌﾘｮｳ

$: # 388 / 389 / 390

アンプのエラ ー 弊社サービ ス にご連絡く ださ い。

No. # 5xx → アプリケーションエラー

501 S： ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾁｭｳ

!: # 501

新し いアンプも し く は入出力基板のソ フ ト をロ ー

ド 中。 ロ ード 中はその他の機能すべて利用でき ま せ

ん。

処理が終了する ま でお待ちく ださ い。 機器は自動

的に再起動し ま す。

502 S: UP/DOWN ﾛｰﾄﾞﾁｭｳ

!: # 502

設定ソ フ ト ウ ェ アで機器のデータ をアッ プ / ダウ

ンロ ード 中です。 ロ ード 中はその他の機能すべて利

用でき ま せん。

処理が終了する ま でお待ちく ださ い。

No. # 6xx → シミュレーションモード起動中

601 S: POS. ｾﾞﾛﾘﾀｰﾝﾁｭｳ

!: # 601

ポジティ ブゼロ リ タ ーンが起動。

" 警告 !

こ のメ ッ セージは、 優先で表示さ れま す。

ポジティ ブゼロ リ タ ーンをオフ にし てく ださ い。

611 S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ SIM. ﾁｭｳ

!: # 611

電流出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。 シミ ュ レ ーショ ンをオフ にし てく ださ い。

621 S: ｼｭｳﾊｽｳ SIM. ﾁｭｳ

!: # 621

周波数出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。 シミ ュ レ ーショ ンをオフ にし てく ださ い。

631 S: ﾊﾟﾙｽ SIM. ﾁｭｳ

!: # 631

パルス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。 シミ ュ レ ーショ ンをオフ にし てく ださ い。

641 S: ｽﾃｰﾀｽ OUT SIM. ﾁｭｳ

!: # 641

ス テータ ス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま

す。

シミ ュ レ ーショ ンをオフ にし てく ださ い。

671 S: ｽﾃｰﾀｽ IN SIM. ﾁｭｳ

!: # 671

ス テータ ス 入力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま

す。

シミ ュ レ ーショ ンをオフ にし てく ださ い。

691 S: ﾌｪｰﾙｾｰﾌ SIM. ﾁｭｳ

$: # 691

エラ ー時の出力のシミ ュ レ ーショ ンが起動し てい

ま す。

シミ ュ レ ーショ ンをオフ にし てく ださ い。

692 S: ｿｸﾃｲﾁ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

!: # 692

測定変数のシミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す

（例： 質量流量）。 

シミ ュ レ ーショ ンをオフ にし てく ださ い。

種類 エラーメッセージ / No. 原因 対処法（スペアパーツ）
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9.3 プロセスエラー メ ッ セージ

プロセスエラーは、 " ア ラーム " メ ッ セージまたは " 注意 " メ ッ セージ と し て定義する こ と がで
き るため、 その重要度を変え る こ と ができ ます。 機能マ ト リ ク ス （" 機能説明書 " を参照） を使
用し、 どち らの メ ッ セージにするか設定する こ と ができ ます。

! 注意 !
• 下記のエラー メ ッ セージの分類は、 初期設定です。
• 23 ページ以降 と  48 ページ の情報にも従って く ださ い。

種類 エラーメッセージ / No. 原因 対処法

P = プロ セス エラ ー

$ = アラ ームメ ッ セージ（出力に影響あり ）

! = 注意メ ッ セージ（出力に影響なし ）

586 P: ｼﾝﾄﾞｳｼﾝﾌﾟｸ ｹﾞﾝｶｲ

$: # 586

流体の特性によ り 測定を続行する こ と ができ ない。

原因：

- 粘度が極端に高い

- プロ セス 流体が非常に不均一（気体ある いは固

体が含有）

プロ セス 条件を変更ある いは改善し てく ださ い。

587 P: ﾁｭｰﾌﾞ ｼﾝﾄﾞｳｼﾅｲ

$: # 587

プロ セス 条件が極端な条件になっている 。 そのた

め、 機器を始動する こ と ができ ま せん。

プロ セス 条件を変更ある いは改善し てく ださ い。

588 P: ﾌﾛｰﾉｲｽﾞ ﾉ ｹﾞﾝｶｲ

$: # 588

アナロ グ値から デジタ ル値への内部演算ができ な

い。 

原因：

- キャ ビテーショ ン

- 極端な圧力変動

- 気体流速が早い

測定を続行する こ と は不可能。

たと えば、 流速を下げる など 、 プロ セス 条件を変

更ある いは改善し てく ださ い。

No. # 7xx → その他のプロセスエラー

700 P: ﾊﾟｲﾌﾟ ｶﾗ

!: # 700

プロ セス 流体密度が、 " ｶﾗｹﾝﾁ " 機能で設定し た下

限値を超えている 。

原因：

- 計測チュ ーブ内に空気がある

- 計測チュ ーブの一部のみが充填さ れている  

1. プロ セス 流体に気体が含ま れないよ う にし てく

ださ い。

2. 現在のプロ セス 条件に合わせて "EPD 

ｵｳﾄｳｼﾞｶﾝ " 機能の値を調整し てく ださ い。

701 P: ﾚｲｺﾞﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾉ ｹﾞﾝｶｲ

!: 701

たと えば、 気体ある いは固体がよ り 多く 含ま れて

いる など 、 特定のプロ セス 流体の特性が極端に

なっている ため、 計測チュ ーブの加振コ イ ルの電

流値が 大値に達し た。

機器は正常です。

特に、 気化性の流体測定など で気体の含有量が増

えた場合、 次のよ う な方法で使用圧力を上昇さ せ

る こ と を推奨し ま す。

1. ポンプの下流側に機器を取り 付けま す。

2. 垂直配管の底部に機器を取り 付けま す。

3. 機器の下流側に、 流量を制限する レ デュ ーサあ

る いはオリ フ ィ ス を取り 付けま す。

702 P: ｽﾗｸﾞﾘｭｳ ｼﾞｮｳﾀｲ

!: 702

プロ セス 流体が、 気体ある いは固体が含ま れてい

る ため不均一になり 、 周波数制御が安定し ない。

特に、 気化性ある いは、 ガス が混入し た流体の測

定の場合、 次のよ う な方法で使用圧力を上昇さ せ

る こ と を推奨し ま す。

1. ポンプの下流側に機器を取り 付けま す。

2. 垂直配管の底部に機器を取り 付けま す。

3. 機器の下流側に、 流量を制限する レ デュ ーサあ

る いはオリ フ ィ ス を取り 付けま す。
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9.4 メ ッ セージのないプロセスエラー

703
704

P: ﾌﾛｰﾉｲｽﾞ ﾉ ｹﾞﾝｶｲ

!: 703 / 704

アナロ グ値から デジタ ル値への内部演算ができ な

い。 

原因：

- キャ ビテーショ ン

- 極端な圧力変動

- 気体流速が早い

測定を続行する こ と は不可能です。

たと えば、 流速を下げる など 、 プロ セス 条件を変

更ある いは改善し てく ださ い。

705 P: ﾘｭｳﾘｮｳｷｼﾞｭﾝｵｰﾊﾞｰ

$: # 705

質量流量が多すぎま す。 機器の測定範囲を超えてい

る 。 

流量を減ら し てく ださ い。

731 P: ｾﾞﾛﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ

!: 731

ゼロ 点調整が不可能ある いはキャ ンセルさ れま し

た。

ゼロ 点調整は、 必ず " 流量ゼロ "（v = 0 m/s） の状

態で実行し てく ださ い（→ 36 ページ）。

種類 エラーメッセージ / No. 原因 対処法

症状 調整

備考：

故障を修正する には、 機能マト リ ク ス の特定の設定を変更ある いは調整する 必要があり ま す。  

たと えば、 以下で説明する  " ﾋｮｳｼﾞﾉﾁｴﾝ " のよ う な機能は、 " 機能説明書 " に詳し く 記載さ れていま す。

流量が安定し ている にも 関わら

ず、 測定値が変動する 。

1. 流体に気泡がないかを確認し てく ださ い。

2. " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能の値を増加し てく ださ い（電流出力）。

3. " ﾋｮｳｼﾞﾉﾁｴﾝ " 機能の値を増加し てく ださ い（ユーザーイ ンタ ーフ ェ イ ス ）。

流体が停止し 、 計測チュ ーブが充

填さ れている にも 関わら ず、 測定

値が表示部に表示さ れる 。

1. 流体に気泡がないかを確認し てく ださ い。

2. " ﾛｰﾌﾛｰｶｯﾄｵﾌ " 機能（プロ セス パラ メ ータ ） を実行し ま す。 すなわち、 切り 替えポイ ント の値を入力

する か増やし ま す。

故障を調整でき ない、 ある いは上

記以外の故障が発生する 。 

こ の場合は、 弊社サービ ス にご連

絡く ださ い。

以下のオプショ ンはこ の種の問題を追跡する 際に利用でき ま す。

弊社サービスに依頼する
弊社サービス にサービ ス 技術者の派遣を依頼する 場合は、 以下の情報を連絡し てく ださ い。

- 簡単な故障の内容

- 銘板の仕様（7 ページ以降）：オーダーコードとシリアル番号

機器を弊社に返送する
弊社へ流量計を返却し て修理ある いは校正を依頼する 場合は、 返却前に必ず 6 ページ の処理手順を行っ

てく ださ い。

必ず、 " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記載し 、 それを流量計に同封し てく ださ い。

" 安全 / 洗浄確認書 " 用紙は本取扱説明書の 初に添付さ れていま す。

変換器の電子部品を交換する
電子部品に欠陥がある 場合 → 交換のための注文 → 50 ページ
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9.5 エラーに対する出力の応答

! 注意 !
積算計、 電流、 パルスおよび周波数出力のフ ェールセーフモード は、 機能マ ト リ ク スの各種の機
能を使用し て設定する こ と ができ ます。 これらの設定に関する詳細は、 " 機能説明書 " に記載さ
れています。 

ポジテ ィ ブゼロ リ ターン と フ ェールセーフモード ：
ポジテ ィ ブゼロ リ ターンを使用する と、 た と えば配管の洗浄中に測定を中断し なければな ら ない
場合、電流、パルスおよび周波数出力をそれぞれのフ ォールバッ ク値に設定する こ と ができ ます。
この機能は、 その他のすべての機器機能に優先し ます。 た と えば、 シ ミ ュ レーシ ョ ンは中止され
ます。

出力と積算計のフェールセーフモード

プロ セス / シス テムエラ ーあり ポジティ ブゼロ リ タ ーンが作動中

" 警告 !

" 注意メ ッ セージ " と し て設定さ れたシス テムある いはプロ セス エラ ーは、 入出力に影響を及ぼし ま せ

ん。

詳細は、 23 ページ以降を参照し てく ださ い。

電流出力 MIN. ﾃﾞﾝﾘｭｳ

異常発生時の電流出力は、 " 出力電流範囲 " 

機能で選択さ れた設定に応じ た 小電流値を

出力し ま す（" 機能説明書 " を参照し てく だ

さ い）。

MAX. ﾃﾞﾝﾘｭｳ

異常発生時の電流出力は、 " 出力電流範囲 " 

機能で選択さ れた設定に応じ た 大電流値を

出力し ま す（" 機能説明書 " を参照し てく だ

さ い）。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

後に有効だった値（故障発生前） に従って

出力し ま す。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ

現在測定中の値に従って出力さ れま す。 故障

は無視さ れま す。 

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応

し ま す。

パルス 出力 ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ

出力さ れま せん。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

後に有効だった値（故障発生前） に従って

出力し ま す。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ

故障は無視さ れま す。 パルス 出力は現在の測

定値に従って出力し ま す。

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応

し ま す。
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パルス / 周波数

出力

ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ

出力信号 → 0 Hz

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ﾉ ﾚﾍﾞﾙ

フ ェ ールセーフ 機能で指定し た周波数に従っ

て出力し ま す。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

後に有効だった値（故障発生前） に従って

出力し ま す。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ

故障は無視さ れま す。 パルス 出力は現在の測

定値に従って出力し ま す。

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応

し ま す。

積算計 ｽﾄｯﾌﾟ

積算計は、 エラ ーが修正さ れる ま で一時的に

停止し ま す。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ

故障は無視さ れま す。 積算計は現在の測定値

に従ってカウ ント を継続し ま す。 

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

積算計は、 後に有効だった値（故障発生前）

に従ってカウ ント を継続し ま す。

積算計は停止し ま す。

ス テータ ス 出力 故障ある いは電源異常： ス テータ ス →非導通 ス テータ ス 出力には影響し ま せ

ん。

出力と積算計のフェールセーフモード

プロ セス / シス テムエラ ーあり ポジティ ブゼロ リ タ ーンが作動中
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9.6 スペアパーツ

9.1 章 では、 ト ラブルシ ューテ ィ ングの方法を詳細に説明し ま し た。 さ らに、 機器は、 連続的な
自己診断およびエラー メ ッ セージによ り ト ラブルシューテ ィ ングを よ り 容易にするサポー ト を
提供し ます。
故障の修理を行 う 場合、 欠陥部品を検査済みのスペアパーツ と交換する必要があ り ます。 以下の
図はスペアパーツの利用範囲を示し ています。

! 注意 !
スペアパーツは、 変換器の銘板に記載されている シ リ アル番号を使用し て、 寄の弊社サービ
スに注文する こ と ができ ます （7 ページを参照）。

スペアパーツは、 以下の部品を含むセ ッ ト で出荷されます。
• スペアパーツ
• 追加部品、 小さ な品目 （ネジ部品など）
• 取付指示書
• パッ ケージ

A0009764

図 18: プロマス 40 変換器のスペアパーツ

1 電源基板（AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V）

2 アンプ基板

3 コ ムモジュ ール（入出力基板）

4 S-DAT（センサデータ メ モリ ）

5 表示モジュ ール

1

2

4

5

3
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9.7 基板の取外し と取付け

# 危険 !
• 感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを

外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。
• 電子部品を損傷する危険性があ り ます。 静電気は、 電子部品を損傷する、 あ るいはその操作性

を損な う 恐れがあ り ます。 静電防止された作業場所を使用し て く ださい （静電保護）。
• 以下の手順を実行する間に機器の絶縁強度が維持されている こ と を保証できない場合、 製造

者の仕様に基づいて適切な検査を実施し て く ださい。

1. 変換器から表示部のカバーを取外し て く ださい （図 19 参照）。
2. 次のよ う にし て、 現場指示計 （1） を取外し て く ださい。

- 表示モジ ュール側面 （1.1） を押し て、 表示モジュールを取外し ます。
- 表示モジ ュールの リ ボンケーブル （1.2） をアンプ基板から外し て く ださい。

3. ネジを回し て、 カバープレー ト （3） を取外し て く ださい。
4. 電源基板および入出力基板 （4、 6） を取外し て く ださい。

取外し用の穴 （3） に細いピンを挿入し て、 その穴から基板を引き抜き ます。
5. アンプ基板 （5） を取外し ます。

- S-DAT （5.3） を含むセンサ信号ケーブル （5.1） のプラ グを基板から外し て く ださい。
- 加振コ イルケーブル （5.2） を基板から外し て く ださい。 この と き、 プラ グを前後に動かし

た り せず、 慎重にていねいに抜いて く ださい。
- 取外し用の穴 （3） に細いピンを挿入し て、 その穴から基板を引き抜き ます。

6. 取付けは、 取外しの手順の逆です。

" 警告 !
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。
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A0009765

図 19: 基板の取外し と取付け

1 現場指示計

1.1 ラ ッ チ

1.2 リ ボンケーブル（表示モジュ ール）

2 カバープレ ート のネジ

3 基板取付け / 取外し 用穴

4 電源基板

5 アンプ基板

5.1 信号ケーブル（センサ）

5.2 加振コ イ ル（センサ）

5.3 S-DAT（センサデータ メ モリ ）

6 入出力基板

3

3

3

4

5

6

2

1

1.2

1.1

5.1

5.3

5.2
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9.8 ヒ ューズの交換

# 危険 !
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

メ イ ン ヒ ューズは、 電源基板にあ り ます （図 20）。
ヒ ューズの交換手順は次のよ う にな り ます。

1. 電源をオフにし ます。
2. 電源基板を取外し ます （→ 51 ページ）。
3. キ ャ ッ プ （1） を取外し、 機器の ヒ ューズ （2） を交換し ます。 

次のタ イプの ヒ ューズのみを使用し ます。
- 電源 AC 20 ～ 55 V / DC 16 ～ 62 V → 2.0 A ス ローブロー / 250 V ； 5.2 x 20 mm
- 電源 AC 85 ～ 260 V → 0.8 A ス ローブロー / 250 V ； 5.2 x 20 mm
- 防爆仕様の機器 → 防爆補足説明書を参照し て く ださい。

4. 取付けは、 取外しの手順の逆です。

" 警告 !
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。

A0001148

図 20: 電源基板のヒ ューズ交換

1 保護キャ ッ プ

2 機器のヒ ュ ーズ

1

2
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9.9 返却

→ 6 ページ

9.10 廃棄

お住まいの地域の法規に従って く ださい。

9.11 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

! 注意 !
通例、 異なる ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン間のア ッ プロードやダウ ン ロード を行 う には、 特別なサー
ビ ス ソ フ ト ウ ェアを使用する必要があ り ます。

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更点 取扱説明書

01.2010 3.01.XX 新機能：

- 校正履歴

- ラ イ フ ゼロ

71111274/03.10

09.2008 3.00.XX - 新機能： アンプハード ウ ェ ア

- 拡張： 気体測定範囲

- 新機能： SIL 評価

71079875/09.08

11.2004 2.00.XX ソ フ ト ウ ェ ア拡張

- 基準体積流量測定

- ﾌｨｰﾙﾄﾞﾁｪｯｸおよ びｼﾐｭﾎﾞｯｸｽに対応

- " ｺﾚﾏﾃﾞﾉｼﾞｮｳﾀｲ " 機能をリ セッ ト

新機能：

- 励磁電流によ る 空検知（EPD EXC.CURR. 

MAX）

- " ﾃﾞﾊﾞｲｽｿﾌﾄｳｴｱ " → 表示さ れる デバイ ス ソ

フ ト ウ ェ ア（NAMUR 推奨 53）

- 稼働時間カウ ンタ

- 表示部 LCD バッ ク ラ イ ト 輝度調整

- パルス 出力シミ ュ レ ーショ ン

- アク セス コ ード 入力回数ｶｳﾝﾀ

- ToF-Tool フ ィ ールド ツールパッ ケージによ

る アッ プロ ード / ダウ ンロ ード

- 2 番目の積算計

以下の方法で設定可能：

- ToF-Tool フ ィ ールド ツールパッ ケージ

（ 新の SW バージョ ンは、

www.tof-fieldtool.endress.com から

ダウ ンロ ード でき ま す）

50098507/11.04

09.2002 アンプ：

1.04.00

通信モジュ ール

1.02.00

ソ フ ト ウ ェ アの調整 / 拡張：

- プロ マス  E

- Ex i 電流出力、 周波数出力

- 一般的な機器機能

- 一般コマンドおよび一般実行コマンドによ

る HART 通信操作

新機能：

- 機能 " パルス ハバ "

- 機能 " シュ ツリ ョ ク デンリ ュ ウ ハンイ "

- 機能 " フ ェ ールセーフ モード "

50098513/11.01

11.2000 アンプ：

1.00.XX

通信モジュ ール：

1.01.XX

初期ソ フ ト ウ ェ ア

以下の方法で設定可能：

- ToF Tool - フ ィ ールド ツ ールパッ ケージ

- HART ハンド ヘルド タ ーミ ナル DXR 275

（OS 4.6 以降） 改訂番号 1、 DD 1

50098507/11.00
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10 技術仕様

10.1 技術仕様一覧

10.1.1 用途

本機器は、 密閉された配管系における液体 / 気体の質量流量および体積流量を測定する ためのも
のです。 アプ リ ケーシ ョ ン例 ：

• 添加剤
• オイル、 脂肪
• 酸、 アルカ リ
• ラ ッ カー、 塗料
• ス ラ リ ー
• 気体

10.1.2 測定原理 / システム構成

測定原理 コ リ オ リ の原理によ る質量流量測定

システム構成 本測定システムは、 以下の変換器と センサで構成されます。
• 変換器 ： プロマス 40 
• プロマス E センサ

10.1.3 入力

測定パラメータ • 質量流量 （振動の移相を検出する ために、 計測チューブに設置された 2 つのセンサ間の位相
差に比例）

• 体積流量 （質量流量と流体密度から算出。 計測チューブの共振周波数に比例）
• 液体温度 （温度センサによ り 検出。 温度によ る影響を補償する ために使用）

測定レンジ 液体の測定レンジ ：

呼び口径 最大測定レンジ（液体）gmin(F) ... gmax(F)

[mm] [inch] [kg/h] 

8 3/8" 0 ～ 2000

15 ½" 0 ～ 6500

25 1" 0 ～ 18000

40 1½" 0 ～ 45000

50 2" 0 ～ 70000

80 3" 0 ～ 180000
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気体の測定レンジ ：
大測定レンジは気体密度に依存し ます。 フルスケール値の計算には、 以下の計算式を使用し

ます。

= 気体の 大測定レ ンジ [kg/h]
= 液体の 大測定レ ンジ [kg/h]

ρ(G) = 運転状態での気体密度 [kg/m3]

気体の計算例 :

• センサタ イプ : プロマス E、 呼び口径 50 A
• 気体 ： 60.3 kg/m3 の空気 （20 ℃、 50 bar）
• 大測定レ ンジ ： 70000 kg/h
• x = 125 （プロマス E / 呼び口径 50 A）

大測定レンジ :

大レンジの推奨値 ：

→ 61 ページ （" 流量制限 "）

計測可能流量範囲 設定されたフルスケール値を超えて も、 上記の 大測定レ ンジを超え る まで測定を行えます。
即ち、 積算計の積算値は正し く 記録されています。

入力信号 ステータ ス入力 （補助入力） :
U = DC 3 ～ 30 V、 Ri = 5 kΩ、 電気的に絶縁
積算計 リ セ ッ ト 、 ポジテ ィ ブゼロ リ ターン、 エラー メ ッ セージの リ セ ッ ト 、 ゼロ点調整開始に対
し て設定可能

呼び口径
x

[mm] [inch]

8 3/8" 85

15 ½" 110

25 1" 125

40 1½" 125

50 2" 125

80 3" 155

m· max G( ) m·=
max F( )

ρ(G)

x kg m
3⁄[ ]

-------------------------⋅

m· max (G)

m· max (F)

m· max G( )

m· max F( ) ρ(G)⋅

x kg/m
3

------------------------------- 70000 kg/h 60.3 kg/m
3⋅

125 kg/m
3

----------------------------------------------------------- 33800 kg h⁄===
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10.1.4 出力

出力信号 電流出力 :
ア ク テ ィ ブ / パッ シブモード選択可能、 電気的に絶縁、 時定数選択可能 （0.05 ～ 100 s）、 フルス
ケール値可変、 温度係数 ： 0.005% o.f.s./ ℃ （標準）、 分解能 ： 0.5 μA
• ア ク テ ィ ブ ： 0/4 ～ 20 mA、 RL < 700 Ω （HART の場合 ： RL ≥ 250 Ω）
• パッ シブ ： 4 ～ 20 mA、 電源電圧 US = DC 18 ～ 30 V、 Ri ≥ 150 Ω

パルス / 周波数出力 :
パッ シブ、 オープン コ レ ク タ、 DC 30 V、 250 mA、 電気的に絶縁。
• 周波数出力 ： フルスケール周波数 2 ～ 1000 Hz （fmax = 1250 Hz）、 オン / オフ比 1:1、 パルス幅

大 10 s
• パルス出力 ： パルス値およびパルス極性選択可、

大パルス幅選択可 （0.5 ～ 2000 ms）、 大パルス周波数選択可能

アラーム信号 • 電流出力 → フ ェールセーフモード選択可 （例 ; NAMUR 推奨 NE 43 に準拠）
• パルス / 周波数出力 → フ ェールセーフモード選択可
• ステータ ス出力  →  故障あ るいは電源異常時は非導通

負荷 「出力信号」 を参照

スイッチ出力 ステータ ス出力 ：
オープン コ レ ク タ、 大 DC 30 V / 250 mA、 電気的に絶縁
エラー メ ッ セージ、 空検知 （EPD）、 流れ方向、 リ ミ ッ ト 値に対し て設定可能

ローフローカットオフ ローフ ローカ ッ ト オフ値は任意に設定可能

電気的絶縁性 すべての入出力および電源は、 それぞれ電気的に絶縁。

10.1.5 補助電源

電気接続 18 ページ以降を参照

電源電圧 AC 85 ～ 260 V、 45 ～ 65 Hz
AC 20 ～ 55 V、 45 ～ 65 Hz
DC 16 ～ 62 V

電位平衡 特別な措置は必要あ り ません。

電線管接続口 電源ケーブルおよび信号ケーブル （入出力） ：
• 電線管接続口 M20 x 1.5 （8 ～ 12 mm）
• 電線管接続用ス レ ッ ド 1/2" NPT、 G 1/2"

消費電力 AC: ＜ 15 VA （センサを含む）
DC: ＜ 15 W （センサを含む）

電源投入時許容突入電流 :
• DC 24V 時 大 13.5 A （＜ 50 ms）
• AC 260V 時 大 3 A （＜ 5 ms）

電源故障時 / 停電時 低 1 電源周期間、 異常が継続し た場合 :
• EEPROM ： 測定システムデータ を保存
• HistoROM S-DAT はセンサ固有のデータ を保存し た交換可能なデータ メ モ リ チッ プです。

（呼び口径、 シ リ アル番号、 校正フ ァ ク タ、 ゼロ点など）
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10.1.6 性能特性

基準条件 • エラー リ ミ ッ ト は ISO/DIN 11631 に準拠
• 水、 標準的には 20 ～ 30 ℃、 2 ～ 4 bar 
• データは校正プロ ト コル ± 5 ℃ および ± 2 bar に準拠
• ISO 17025 に準拠し た認定校正機器に基づ く 精度

最大測定誤差 以下の値はパルス / 周波数出力に基づき ます。
電流出力の場合、 ± 5 μA （標準） が測定誤差に付加されます。

" 精度の考え方 " → 60 ページ

o.r. = 読み値

質量流量および体積流量（液体）

± 0.50% o.r.

質量流量（気体）

± 1.00% o.r.

ゼロ点の安定度

呼び口径 ゼロ点の安定度

[mm] [inch] [kg/h] または [l/h]

8 3/8" 0.20

15 ½" 0.65

25 1" 1.80

40 1½" 4.50

50 2" 7.00

80 3" 18.00
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最大測定誤差の例

A0012900

図 21: 測定値の最大測定誤差 (%) （例 : プロマス 40E / 呼び口径 25 A）

流量値 （例 )

" 精度の考え方 " → 60 ページ 

繰り返し性 " 精度の考え方 " → 60 ページ 

o.r. = 読み値

質量流量および体積流量（液体）

± 0.25% o.r.

質量流量（気体）

± 0.50% o.r.

ターンダウン 流量 最大測定誤差

[kg/h] または [l/h] [% o.r.]

250 : 1 72 2.5

100 : 1 180 1.0

50 : 1 360 0.5

10 : 1 1800 0.5

2 : 1 9000 0.5

o.r. = 読み値

0

±0.5

±0.2

±1.0

[%]

0 1 2 4 6 8 10 12 14 16 18 t/h
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流体温度の影響 ゼロ点調整の温度と プロセス温度に差があ る場合、 プロマスセンサの標準的な測定誤差はフルス
ケール値の± 0.0003%/ ℃です。

流体圧力の影響 下表には、 校正圧力と プロセス圧力と の差によ る、 質量流量の精度に対する影響が示されていま
す。

精度の考え方 流量によ り 変わる もの :

• 流量 ≥ ゼロ点の安定度 ÷ ( 基準精度 ÷ 100)
- 大測定誤差 : ±基準精度 (%) o.r.
- 繰 り 返し性 : ± ½ ×基準精度 (%) o.r.

• 流量 < ゼロ点の安定度 ÷ ( 基準精度 ÷ 100)
- 大測定誤差 : ± ( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100% o.r.
- 繰 り 返し性 ： ± ½ × ( ゼロ点の安定度 ÷ 測定値 ) × 100% o.r.

o.r. = 読み値

10.1.7 運転条件 （設置条件）

設置方法 → 12 ページ以降

上流側 / 下流側直管部 上流側 / 下流側に直管部を設ける必要はあ り ません。

使用圧力 → 13 ページ

呼び口径 プロマス E

[mm] [inch] [% ( 対読み値比 )/bar]

8 3/8" 影響なし

15 ½" 影響なし

25 1" 影響なし

40 1½" 影響なし

50 2" -0.009

80 3" -0.020

o.r. = 読み値

基準精度： プロマス 40E

質量流量（液体） 0.50

体積流量（液体） 0.50

質量流量（気体） 1.00
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10.1.8 運転条件 （環境条件）

周囲温度 センサ、 変換器
• 標準 ： -20 ～ +60 ℃
• オプシ ョ ン ： -40 ～ +60 ℃

! 注意 !
• 本製品は日陰に設置し て く ださい。 特に高温地域では直射日光は避けて く ださい。
• 周囲温度が -20 ℃以下の場合、 指示計の視認性が損なわれる場合があ り ます。

保管温度 -40 ～ +80 ℃、 推奨は +20 ℃

保護等級 標準 : IP 67 (NEMA 4X) （センサ、 変換器）

耐衝撃 IEC 68-2-31 に準拠

耐振動 加速度 1 g 以下、 10 ～ 150 Hz、 IEC 68-2-6 に準拠

電磁適合性（EMC） IEC/EN 61326 および NAMUR 推奨 NE 21 に準拠

10.1.9 運転条件 （プロセス）

液体温度範囲 センサ ：
• -40 ～ +140 ℃

シール ：
• 内部シールな し

液体圧力リミット
（定格圧力）

• フ ラ ンジ ： EN (DIN) PN 40 ～ 100 / ANSI Cl 150, Cl 300, Cl 600 / 
JIS 10K, 20K, 40K, 63K に準拠

• プロマス E センサは、 保護容器を備えていません。

センサハウジングの
破裂板（オプション）

センサハウジングには乾燥窒素が充填されています。 センサハウ ジングによ り 内部の電子部品や
機械部品を保護し ます。
このセンサハウジングには、 その他の追加保護容器機能はあ り ません。
しかし、 圧力荷重能力の参考値は 15 bar と なっています。

安全性を高めるため、 破裂板の付いた タ イプ （破裂圧力 10 ～ 15 bar） を使用する こ と ができ ま
す。 これは別売 り オプシ ョ ン と し てご注文いただけます。

流量制限 も適し たセンサ呼び口径は測定レンジ と許容圧力損失を考慮し て選択し て く ださい。 大測定
レンジについては、 " 測定レ ンジ " （→ 55 ページ以降） の表を参照し て く ださい。
• 小推奨フルス ケール値は 大測定レンジの約 1/20 です。
• ほ と んどのアプ リ ケーシ ョ ンにおいて、 大測定レンジの 20 ～ 50% の間が精度を含めて安定

し た測定を行 う 適の測定範囲と な り ます。
• 研磨性の流体 （ス ラ リ ー等） では、 でき る限 り 流速を落と し て く ださ い

（流体液速 < 1 m/s）。
• 気体測定では、 以下の点にご注意 く ださい。

- 計測チューブの流速は、 音速の 1/2 （マ ッハ 0.5） 以下にし て く ださい。
- 大質量流量は、 気体密度に依存し ます （→ 56 ページ の計算式を参照）。
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圧力損失 圧力損失は、 測定流体の特性やその流量に依存し ます。 以下の公式で、 圧力損失の概算値を算出
する こ と ができ ます。

圧力損失計算定数

A0004606

図 22: 水における圧力損失

レ イ ノ ルズ数

Re ≥ 2300 1)

Re < 2300

Δp = 圧力損失 [mbar]

υ = 動粘度 [m2/s]

 = 質量流量 [kg/s]

ρ = 流体密度 [kg/m3]

d = 計測チュ ーブ内径 [m]

K ～ K2 = 定数（呼び口径に依存）

1) 気体の圧力損失を計算する 場合、 常に Re ≥ 2300 の計算式を使用し ま す。

呼び口径 d[m] K K1 K2

8 5.35 ⋅ 10-3 5.70 ⋅ 107 7.91 ⋅ 107 2.10 ⋅ 107

15 8.30 ⋅ 10-3 7.62 ⋅ 106 1.73 ⋅ 107 2.13 ⋅ 106

25 12.00 ⋅ 10-3 1.89 ⋅ 106 4.66 ⋅ 106 6.11 ⋅ 105

40 17.60 ⋅ 10-3 4.42 ⋅ 105 1.35 ⋅ 106 1.38 ⋅ 105

50 26.00 ⋅ 10-3 8.54 ⋅ 104 4.02 ⋅ 105 2.31 ⋅ 104

80 40.50 ⋅ 10-3 1.44 ⋅ 104 5.00 ⋅ 105 2.30 ⋅ 104

Re
2 m·⋅

π d υ ρ⋅ ⋅ ⋅
--------------------------=

Δp K υ0.25
m· 1.85

ρ0.86⋅ ⋅ ⋅=
-0.86

Δp K1 υ m· K2 υ⋅ 0.25
m· 2

⋅
ρ

------------------------------------+⋅ ⋅=

m·
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10.1.10 構造

外形寸法図 センサおよび変換器の寸法、 長さに関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く ださい。 技術
仕様書は www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。入手可能な " 技術仕
様書 " の リ ス ト は、 " 資料番号 " （→ 65 ページ） を参照し て く ださい。

質量

材質 変換器ハウジング
• アル ミ ダ イ カス ト （粉体塗装）
• ウ ィ ン ド ウ材質 : ガ ラ ス またはポ リ カーボネー ト

センサハウジング
• 耐酸、 耐アルカ リ 表面仕上げ
• ステンレ ス 1.4301/SUS 304 相当

プロセス接続
• ステンレ ス 1.4404/SUS 316L 相当
- フ ラ ンジ EN 1092-1 （DIN 2501） / ASME B16.5 / JIS に準拠
- DIN 11864-2 Form A 接続 （溝付き フ ラ ッ ト フ ラ ンジ）
- ハイ ジェニ ッ ク カ ッ プ リ ング : DIN 11851、 SMS 1145、 ISO 2853、 DIN 11864-1 Form A
- VCO プロセス接続
• ステンレ ス SUS 316L
- フ ラ ンジ JIS B2220

計測チューブ
ステン レ ス EN 1.4539 / ASTM SUS 890L 相当

シール材
溶接されているプロセス接続は内部シール材不使用

材質負荷の図 プロセス接続の耐圧曲線 （圧力－温度グ ラ フ） に関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く
ださい。
技術仕様書は www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。
入手可能な " 技術仕様書 " の リ ス ト は、 " 資料番号 " （→ 65 ページ） を参照し て く ださ い。

プロセス接続 • フ ラ ンジ EN 1092-1 （DIN 2501）、 ASME B16.5、 JIS、 VCO 接続に準拠
• サニタ リ 接続 : ト リ ク ラ ンプ、 ハイ ジェニ ッ ク カ ッ プ リ ング （DIN 11851、 SMS 1145、 ISO 

2853、 DIN 11864-1）、 DIN 11864-2 Form A （溝付き フ ラ ッ ト フ ラ ンジ）

呼び口径 [mm] 8 15 25 40 50 80

一体型 8 8 10 15 22 31

すべて EN/DIN PN 40 フ ラ ンジ付き 機器の値（質量） です。

質量データ  [kg]
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10.1.11 ユーザーイ ン ターフ ェ イス

表示部 • 液晶デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン） ： バッ ク ラ イ ト 付き、 2 行 × 16 文字
• 各種測定値およびステータ スの表示が可能
• 周囲温度が -20 ℃以下の場合、 指示計の視認性が損なわれる場合があ り ます。

言語 表示言語 ： 英語、 フ ラ ン ス語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 オラ ンダ語、 ポル ト ガル語、 ド イ ツ語

リモート操作 • HART プロ ト コル （ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーター）
• "FieldCare" （エン ド レ スハウザー社）
• AMS 設定プロ グ ラ ム （Fisher Rosemount）、 SIMATIC PDM （Siemens）

10.1.12 認証と認定

防爆認証 ご使用いただける防爆タ イプ （ATEX、 FM、 CSA、 IECEx、 NEPSI） の機器に関する情報は、 寄
り の弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。 すべての防爆データは別紙防爆資
料に記載されていますので、 必要に応じ てご注文 く ださい。

サニタリ適合性 3A 認証

圧力機器認定 呼び口径が 25A 以下の流量計は、 欧州指令 97/23/EC （Pressure Equipment Directive） の Art. 3
（3） に適合し、 サウ ン ド エンジニアの実践に従って設計されています。 大口径の流量計に関し て
は、 カテゴ リ ー II/III の認承 （オプシ ョ ン） が必要に応じ てご利用いただけます （ただし、 流体
および使用圧力によ り ます）。

CE マーク 測定システムは豪州通信庁 （ACMA） の EMC 要件に準拠し ています。

C-Tick マーク 測定システムは豪州通信庁 （ACMA） の EMC 要件に準拠し ています。

その他の
基準ガイドライン

EN 60529 ：
ハウジング保護等級 （IP コード）

EN 61010-1 ；
測定、 制御、 調整および試験用の電気機器に関する予防措置

IEC/EN 61326
「エ ミ ッ シ ョ ンはク ラ ス A の要求条件に準拠」 電磁適合性 （EMC 要求条件）

NAMUR NE 21 ：
工業用プロセスおよび試験機器の電磁適合性 （EMC）

NAMUR NE 43 ：
アナロ グ出力信号を有するデジタル変換器の故障情報信号レベルの標準化

NAMUR NE 53 ：
現場機器およびデジタル式電子信号処理機器のソ フ ト ウ ェア
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10.1.13 注文情報

ご発注に際し ては、 オーダーコード表をご利用 く ださい。 またオーダーコード表にない仕様につ
き ま し ては、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

10.1.14 アクセサリ

変換器およびセンサ用のア ク セサ リ はあ り ません。

10.1.15 資料番号

• 技術仕様書プロマス 40 （TI055D）
• 機能説明書プロマス 40 （BA062D）
• 防爆製品補足資料 ： ATEX、 FM、 CSA、 IECEx、 NEPS



■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA061D/33/JA/03.10
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

12.10/ マーコムグループ
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